
17 七飯町　議会だより

　平成28年第２回定例会は、６月14日に招集され、会期
を16日までの３日間と決め開催されました。
　条例の制定・一部改正・廃止、平成28年度一般会計、
下水道事業特別会計補正など議案15件、報告２件、同意
１件、合計18件を審議しました。
　一般質問では５人の議員が質問に立ち、町政に対する理

事者の考えを質したほか、民生文教常任委員会より付託事
件の報告書、経済産業常任委員会、民生文教常任委員会よ
り所管事務調査の報告書の提出がありました。また、議員
提出議案として国、関係機関へ要請する意見書２件を審議
し、原案どおり可決されました。

平成28年８月

◇審議して決まったこと……………………P.18

◇一般質問……………………………………P.19

◇議案審査の結果報告………………………P.22

◇経済産業常任委員会報告…………………P.24

◇民生文教常任委員会報告…………………P.27

◇出席状況一覧表……………………………P.31

審 議 結 果
区　　分 結果 番　　号 議　　　　　件　　　　　名　　　　　等 継続審査・調査・その他

議　
　
　
　

案

条例制定
◎ 議案第 9 号 七飯町いじめ問題対策連絡協議会条例の制定について

民生文教常任委員会報告
※詳細については22ページをご覧下さい。◎ 議案第10号 七飯町いじめ防止等対策推進委員会条例の制定について

◎ 議案第11号 七飯町いじめ問題に関する調査委員会条例の制定について

条例改正

◎ 議案第34号 七飯町特別職非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改
正について

◎ 議案第35号 七飯町手数料条例の一部改正について

◎ 議案第36号 七飯町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部改正について

◎ 議案第37号 七飯町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部改正について

◎ 議案第38号 七飯町環境保全条例の一部改正について
条例廃止 ◎ 議案第39号 国営七飯地区土地改良事業負担金等徴収条例の廃止について

補正予算
◎ 議案第47号 平成28年度七飯町一般会計補正予算（第2号）
◎ 議案第48号 平成28年度七飯町下水道事業特別会計補正予算（第1号）

人 事 ◎ 同意第 1 号 教育委員会委員の任命について

そ の 他

◎ 議案第40号 水防センター建築主体工事請負契約について
◎ 議案第41号 冬トピア団地87‒2棟長寿命化改修建築主体工事請負契約について
◎ 議案第42号 土地の取得について
◎ 議案第43号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更に関する協議について

◎ 議案第44号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更に関する協議に
ついて

◎ 議案第45号 北海道市町村総合事務組合規約の変更に関する協議について

◎ 議案第46号 国営七飯地区土地改良事業負担金等徴収事務の委託の廃止に関する
協議について

報 告
報告済 報告第 8 号 平成27年度一般財団法人北海道大沼国際交流協会事業報告及び決

算報告について
報告済 報告第 9 号 繰越明許費繰越計算書について

発
議
案

意見書等
◎ 発議案第4号 地方財政の充実・強化を求める意見書

◎ 発議案第5号 次期介護保険制度改正における福祉用具、住宅改修の見直しに関す
る意見書

報告済 経済産業常任委員会報告 ※詳細については24ページをご覧下さい。

報告済 民生文教常任委員会報告 ※詳細については27ページをご覧下さい。

報告済 出納検査報告
承　認 閉会中の委員会活動の承認について

※凡例 ◎=全員一致で可決　　○=賛成多数で可決　　●=賛成少数で否決　　×=賛成なしで否決
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条
例
制
定 

◆
七
飯
町
い
じ
め
問
題
対
策
連

絡
協
議
会
条
例

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議

会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、

民
生
文
教
常
任
委
員
会
よ
り
、

そ
の
審
査
結
果
の
報
告
書
が
提

出
さ
れ
、
全
員
一
致
で
原
案
可

決
し
た
。

公
布
の
日
か
ら
施
行

◆
七
飯
町
い
じ
め
防
止
等
対
策

推
進
委
員
会
条
例

い
じ
め
防
止
等
対
策
推
進
委

員
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

は
、
民
生
文
教
常
任
委
員
会
よ

り
、
そ
の
審
査
結
果
の
報
告
書

が
提
出
さ
れ
、
全
員
一
致
で
原

案
可
決
し
た
。

公
布
の
日
か
ら
施
行

◆
七
飯
町
い
じ
め
問
題
に
関
す

る
調
査
委
員
会
条
例

い
じ
め
問
題
に
関
す
る
調
査

委
員
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

は
、
民
生
文
教
常
任
委
員
会
よ

り
、
そ
の
審
査
結
果
の
報
告
書

が
提
出
さ
れ
、
全
員
一
致
で
原

案
可
決
し
た
。

公
布
の
日
か
ら
施
行

条
例
改
正 

◆
七
飯
町
特
別
職
非
常
勤
職
員

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

別
表
に
次
を
加
え
る
改
正
。

47 
学
校
運
営
協
議
会
委
員　

日
額
２
，
０
０
０
円

48 

七
飯
町
い
じ
め
問
題
対
策

連
絡
協
議
会
委
員　

日
額
７
，

１
０
０
円

49 

七
飯
町
い
じ
め
防
止
等
対

策
推
進
委
員
会
委
員　

日
額　

７
，
１
０
０
円

50 

七
飯
町
い
じ
め
問
題
に
関

す
る
調
査
委
員
会
委
員　

日
額

７
，
１
０
０
円

公
布
の
日
か
ら
施
行

◆
七
飯
町
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正都

市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発

行
為
許
可
申
請
手
数
料
の
北
海

道
手
数
料
条
例
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
町
が
権
限
移
譲

を
受
け
て
い
る
都
市
計
画
法
に

基
づ
く
開
発
行
為
申
請
に
係
る

改
正
。

平
成
28
年
７
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ

り
、
義
務
教
育
学
校
が
新
た
な

学
校
の
種
類
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
義
務
教
育
学
校
を
加
え
る
た

め
の
改
正
。

公
布
の
日
か
ら
施
行

◆
七
飯
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

建
築
基
準
法
施
行
令
の
改
正

に
よ
り
同
施
行
令
を
引
用
す
る

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
改
正
。

公
布
の
日
か
ら
施
行

◆
七
飯
町
環
境
保
全
条
例
の
一

部
改
正

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発

行
為
許
可
申
請
手
数
料
の
北
海

道
手
数
料
条
例
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
同
条
例
を
参
酌

し
定
め
て
い
る
開
発
行
為
申
請

に
係
る
手
数
料
の
改
正
。

平
成
28
年
７
月
１
日
施
行

条
例
廃
止

◆
国
営
七
飯
地
区
土
地
改
良
事

業
負
担
金
等
徴
収
条
例

平
成
13
年
度
よ
り
行
わ
れ
て

い
た
国
営
七
飯
地
区
土
地
改
良

事
業
負
担
金
の
規
定
償
還
が
平

成
27
年
度
に
終
了
し
た
た
め
、

本
条
例
を
廃
止
す
る
。

平
成
28
年
７
月
１
日
施
行

補
正
予
算

◆
平
成
28
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
給

付
金
、
６
次
産
業
化
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
活
動
補
助
金
等
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
５
千
193
万
３
千
円

を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
126
億
９
千
204
万
３
千
円

と
し
た
。

◆
平
成
28
年
度
七
飯
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

下
水
道
整
備
事
務
費
等
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
92
千
円
を
増

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
10
億
３
千
529
万
２
千
円
と
し

た
。

同

意 

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

委
員
が
一
身
上
の
都
合
に
よ

り
６
月
30
日
を
も
っ
て
退
任
す

る
め
、
新
た
に
委
員
を
任
命
す

る
。

任 

命
期
間
：
平
成
28
年
７
月
１

日
か
ら
平
成
30
年
９
月
30
日

ま
で
（
残
任
期
間
）

住 　
　

所
：
亀
田
郡
七
飯
町
大

川
９
丁
目
６
番
10
号

氏　
　

名
：
加
屋
本　
　

旬

生 
年
月
日
：
昭
和
26
年
３
月
７

日
（
満
65
歳
）

報

告

◆
平
成
27
年
度
一
般
財
団
法
人

北
海
道
大
沼
国
際
交
流
協
会
事

業
報
告
及
び
決
算
報
告
に
つ
い

て

◆
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
てそ

の

他

◆
水
防
セ
ン
タ
ー
建
築
主
体
工

事
請
負
契
約
に
つ
い
て

水
防
セ
ン
タ
ー
建
築
主
体
工

事
に
係
る
請
負
契
約
議
決
。

契 

約
の
目
的
：
水
防
セ
ン
タ
ー

建
築
主
体
工
事

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

地
上
３
階
建

　

 

延
床
面
積　

４
７
８
．
５
９
㎡

契 

約
の
方
法
：
地
域
限
定
型
一

般
競
争
入
札

契
約
の
金
額
：
９
千
450
万
円

契 

約
の
相
手
方
：
鈴
木
・
松

栄
・
カ
ワ
マ
タ
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体

◆
冬
ト
ピ
ア
団
地
87

－

２
棟
長

寿
命
化
改
修
建
築
主
体
工
事
請

負
契
約
に
つ
い
て

冬
ト
ピ
ア
団
地
87

－

２
棟
長

寿
命
化
改
修
建
築
主
体
工
事
に

係
る
請
負
契
約
議
決
。

契 

約
の
目
的
：
冬
ト
ピ
ア
団
地

87

－

２
棟
長
寿
命
化
改
修
建

築
主
体
工
事

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

地
下
１
階
地
上
３
階
建

延
床
面
積　

１
，
０
９
３
．

３
２
㎡

契 

約
の
方
法
：
地
域
限
定
型
一

般
競
争
入
札

契
約
金
額
：
９
千
450
万
円

契 

約
の
相
手
方
：
カ
ワ
マ
タ
・

松
栄
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体

◆
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

道
の
駅
事
業
用
地
と
し
て
土

地
を
取
得
す
る
た
め
の
議
決
。

①土
地
の
所
在
地
：
七
飯
町
字
峠

下
379
番

地
目
：
田

面
積
：
２
，
４
５
９
．
８
９
㎡

取 

得
価
格
：
１
１
，
０
６
９
，

５
０
５
円

契 

約
の
相
手
方
：
七
飯
町
字
上

藤
城
256
番
地
３

市
川　

喜
代
博

②土 

地
の
所
在
地
：
七
飯
町
字
峠

下
380
番
２
、
七
飯
町
字
峠
下

380
番
４

地
目
：
田

面 

積
：
７
，
３
５
１
．
０
５
㎡
、

３
３
２
．
５
９
㎡

計　

７
，
６
８
３
．
６
４
㎡

取 

得
価
格
：
３
４
，
５
７
６
，

３
８
０
円

契 

約
の
相
手
方
：
七
飯
町
字
峠

下
355
番
地

　

會
津　

政
司

③
合
計

面 　
　

積
：
１
０
，
１
４
３
．

５
３
㎡

取 

得
価
格
：
４
５
，
６
４
５
，

８
８
５
円

◆
国
営
七
飯
地
区
土
地
改
良
事

業
負
担
金
等
徴
収
事
務
の
委
託

の
廃
止
に
関
す
る
協
議
に
つ
い

て

審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と
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◆
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て

◆
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

◆
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て発

議

案 

議
員
提
出
議
案
と
し
て
意
見

書
２
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ

も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

意　

見　

書

◎
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書

◎
次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に

お
け
る
福
祉
用
具
、
住
宅
改
修

の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

臨

時

会
５
月
23
日

補

正

予

算

◆
平
成
28
年
度
七
飯
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

繰
上
充
用
金
等
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
に
１
億
279
万
４
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
43
億
１
千
379
万
４
千
円

と
し
た
。

そ

の

他

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
七
飯
町
税
条
例
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
）

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
七
飯
町
税
条
例
等
を
改
正

す
る
。

平
成
28
年
４
月
１
日
、
一
部

公
布
の
日
か
ら
施
行

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て
）

平
成
28
年
４
月
17
日
か
ら
18

日
未
明
に
発
生
し
た
暴
風
に
よ

り
、
大
沼
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

外
周
に
あ
る
樹
木
が
、
隣
接
す

る
被
害
者
宅
に
倒
れ
、
屋
根
の

一
部
と
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
を
破

損
し
た
も
の
を
賠
償
す
る
。

▽
損
害
賠
償
額　

屋
根
及
び
ア
ン
テ
ナ
の
修
繕

に
要
す
る
費
用　

10
万
９
千
80

円▽
賠
償
の
相
手
方

　

七
飯
町
字
上
軍
川
282
番
地
の

７
　

松
村　

正
信

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
28
年
七
飯
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
））

大
沼
中
学
校
倒
木
に
よ
る

損
害
賠
償
金
と
し
て
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
11
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

126
億
４
千
11
万
円
と
し
た
。

◆
財
産
の
交
換
に
つ
い
て

▽
交
換
に
供
す
る
財
産

⑴ 
財
産
の
名
称　

除
雪
ト
ラ
ッ

ク
（
７
ｔ
）

⑵
数
量　

１
台

⑶ 
価
格　

40
万
円
（
内
消
費
税

２
万
９
千
630
円
）

▽
交
換
に
よ
り
取
得
す
る
財
産

⑴ 
財
産
の
名
称　

除
雪
専
用
ト

ラ
ッ
ク
（
７
ｔ
）

⑵
数
量　

１
台

⑶ 
価
格　

４
千
74
万
円
（
内
消

費
税
349
万
７
千
788
円
）

▽ 

交
換
に
よ
る
差
額　

４
千
700

万
円

▽
契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札
（
物
品
交
換

契
約
）

▽
契
約
の
相
手
方

　

北
斗
市
七
重
浜
８
丁
目
13
番

24
号

　

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
北
海
道
株

式
会
社　

函
館
支
店

　

支
店
長　

田
中　

春
雄

　

第
２
回
定
例
会
の
会
議
録

は
、
８
月
下
旬
以
降
に
議
会

事
務
局
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

Q 

七
飯
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
つ
い
て

A 

行
革
推
進
本
部
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
共
通
認

識
を
持
ち
対
応
し
て
い
く

平　

松　

俊　

一　

議
員

一
般
質
問
の
原
稿
は
、
質

問
者
が
要
約
し
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。

本
年
３
月
に
各
公
共
施
設
の

維
持
管
理
や
再
整
備
に
関
す
る

本
町
の
方
針
を
検
討
し
て
い
く

た
め
「
七
飯
町
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」（
以
下
「
本
計

画
」
と
い
う
）
が
策
定
、
発
表

さ
れ
た
。
こ
の
中
で
「
公
共
施

設
の
更
新
費
用
は
、
今
後
20
年

間
で
約
175
億
円
、
年
平
均
約
8.8 

億
円
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
に
か

け
た
投
資
的
経
費
の
更
新
費
用

の
年
平
均
と
比
較
し
て
約
3.1 

倍
に
な
り
ま
す
。」
と
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
本
計
画
に
沿
っ
て
よ
り
具
体

的
で
財
政
計
画
と
合
致
し
た
建

替
や
改
修
・
維
持
管
理
計
画
と

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

の
か

②
現
状
は
各
担
当
課
に
よ
る
短

期
的
な
対
応
だ
が
、
担
当
者
に

よ
り
考
え
方
が
異
な
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
（
生
涯
費
用
）
の
考
え

方
を
取
り
入
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
の
か

③
町
民
へ
過
去
の
経
費
と
将
来

に
わ
た
る
予
想
経
費
を
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
と
し
て
示
す
べ
き
で

は
な
い
の
か

④
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ

く
り
20
年
、
30
年
続
く
や
り
方

で
検
討
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

【
総
務
財
政
課
長
】

①
各
所
管
省
庁
の
関
係
か
ら
の

通
知
に
基
づ
き
整
合
性
を
持
ち

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

町
独
自
に
一
元
化
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
所
管
課
に
お
い
て

省
庁
か
ら
の
通
知
等
を
踏
ま
え

な
が
ら
個
別
計
画
を
策
定
し
て

ま
い
り
ま
す
。

②
町
と
し
て
は
細
か
い
数
字
ま

で
押
さ
え
て
い
な
い
の
が
実
態

で
す
。
本
計
画
に
の
っ
と
っ
て

個
別
計
画
を
立
て
な
が
ら
、
施

設
の
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

③
町
民
の
声
を
聞
く
際
に
は
、

な
ん
ら
か
の
形
で
、
デ
ー
タ
的

な
も
の
は
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
行
革
推
進
本
部
に
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
あ
る
の
で
、

そ
う
い
う
中
で
共
通
認
識
を
持

ち
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

Q
乗
り
合
い
の
で
き
る
タ
ク

シ
ー
を
導
入
す
る
た
め
の
実
証

実
験
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て

現
在
町
内
の
運
転
免
許
保
有

者
数
は
65
歳
以
上
の
方
が
４
，

５
６
２
名
で
、
そ
の
う
ち
70
歳

以
上
の
方
が
と
２
，
４
９
６
名

い
ま
す
。
高
齢
化
率
も
30
％
を

超
え
て
お
り
２
０
３
０
年
に
は

40
％
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い

る
。
年
齢
だ
け
を
取
り
出
し
て

運
転
が
危
な
い
と
は
言
い
切
れ

な
い
が
、
５
月
に
は
町
内
で
運

転
中
に
意
識
を
失
っ
た
と
み
ら

れ
る
交
通
事
故
が
発
生
し
、
公

共
施
設
へ
損
害
を
与
え
た
が
、

こ
の
時
に
は
幸
い
な
こ
と
に
人

身
事
故
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
様
な
事
に
対
し
日
常
的
に

交
通
弱
者
を
守
る
為
の
手
段
と

し
て
早
め
に
免
許
証
の
返
還
を

し
て
も
ら
う
こ
と
も
一
つ
の
対

策
で
あ
り
、
ま
た
バ
ス
停
ま
で

歩
行
困
難
な
方
の
為
に
、
戸
口

か
ら
戸
口
ま
で
、
戸
口
か
ら
バ

ス
停
ま
で
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム

の
構
築
、
あ
る
い
は
導
入
に
向

け
て
の
実
証
実
験
を
行
う
考
え

は
な
い
か
伺
い
た
い
。

【
政
策
推
進
課
長
】

北
海
道
新
幹
線
開
業
に
伴
う

２
次
交
通
整
備
を
し
た
路
線
運

行
の
初
年
度
で
あ
り
、
関
係
機

関
と
も
連
携
し
て
地
域
公
共
交

通
の
利
用
促
進
を
研
究
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
新
交
通
シ
ス

テ
ム
、
乗
り
合
い
の
で
き
る
タ

ク
シ
ー
の
実
証
実
験
に
つ
い
て

は
、
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
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Q 
小
学
校
３
・
４
年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
る
英
語
教
育
に
つ

い
て

A 
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
き
ま
す

畑　

中　

静　

一　

議
員

Q 

水
防
セ
ン
タ
ー
円
形
監
視
デ
ッ
キ
は
必
要
な
の
か

A 

洪
水
の
監
視
の
ほ
か
新
幹
線
車
両
基
地
な
ど
の
風
景
を
み

て
も
ら
い
集
客
を
図
り
た
い

田　

村　

敏　

郎　

議
員

文
部
科
学
省
の
英
語
教
育
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
に
対
す
る

当
町
の
対
応
に
つ
い
て

国
は
当
面
２
０
２
０
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
、
あ
る
い
は
現

在
の
児
童
生
徒
が
将
来
活
躍
す

る
で
あ
ろ
う
２
０
５
０
年
（
平

成
62
年
）
頃
に
は
、
日
本
は
多

文
化
・
多
言
語
・
多
民
族
の
人

た
ち
が
、
協
調
と
競
争
す
る
国

際
的
な
環
境
の
中
に
あ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
そ
う
し
た
中
で

国
民
一
人
一
人
が
、
様
々
な
社

会
的
・
職
業
的
場
面
に
お
い
て
、

外
国
語
を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
機
会
が
格

段
に
増
え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
と
提
言
し
て
い
る
。
私
自
身
、

言
葉
が
通
じ
な
い
こ
と
に
よ
る

不
利
益
や
誤
解
を
生
じ
る
こ
と

は
国
際
社
会
に
お
い
て
は
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
考
え
、
当
町

の
英
語
教
育
へ
の
あ
り
方
、
考

え
方
に
つ
い
て
、
次
の
点
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

①
英
語
教
育
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

あ
た
り
文
部
科
学
省
か
ら
通
達

等
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
が
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て

②
平
成
28
年
度
七
飯
町
教
育
行

政
方
針
の
P7
「『
七
飯
町
小
中

高
英
語
教
育
連
携
協
議
会
』
の

活
動
を
促
進
し
、
連
携
型
小
中

高
の
一
貫
教
育
の
実
現
を
図
り
、

英
語
力
の
向
上
を
目
指
し
ま

す
。」
と
あ
る
が
、
そ
の
組
織

の
内
容
、
活
動
状
況
に
つ
い
て

③
小
学
校
教
諭
に
英
語
力
の
充

分
な
訓
練
を
積
ま
せ
る
時
間
的

な
も
の
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か④
小
学
校
３
・
４
年
生
ま
で
の

英
語
授
業
拡
大
に
伴
う
対
応
、

ま
た
国
の
支
援
は
あ
る
の
か

【
学
校
教
育
課
長
】

①
文
部
科
学
省
か
ら
の
通
達
等

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
は
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
英
語

教
育
改
革
実
施
計
画
」
を
平
成

25
年
12
月
に
公
表
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
新
た
な
英
語
教
育
の

実
現
の
た
め
の
体
制
整
備
と
し

て
、
担
当
教
諭
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
る
こ
と
や
外
部
人
材
の

活
用
推
進
、
教
材
の
開
発
な
ど

に
よ
り
、
小
・
中
・
高
の
各
段

階
を
通
じ
て
、
英
語
教
育
を
充

実
し
て
い
く
こ
と
で
、
生
徒
の

英
語
力
を
向
上
さ
せ
る
と
あ
り
、

２
０
２
０
年
度
か
ら
全
面
実
施

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

②
小
学
校
教
諭
及
び
中
学
校
英

語
担
当
教
諭
、
小
中
学
校
校
長

教
頭
代
表
、
七
飯
高
校
校
長
、

学
校
教
育
指
導
主
事
、
外
国
語

指
導
助
手
、
そ
の
他
教
育
長
が

必
要
と
認
め
る
者
で
25
名
以
内

の
組
織
で
、
活
動
状
況
は
、
授

業
公
開
や
研
究
協
議
、
講
演
会

を
内
容
と
し
た
研
究
会
の
開
催
、

先
進
地
で
開
催
さ
れ
る
研
究
会

へ
の
参
加
と
協
議
会
で
の
そ
の

報
告
、
コ
ン
コ
ー
ド
を
題
材
と

し
た
コ
ン
コ
ー
ド
学
習
の
導

入
、
各
小
中
学
校
で
の
研
究
授

業
の
開
催
、
七
飯
高
校
の
先
生

が
、
中
学
校
へ
出
向
く
「
出
前

授
業
」
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

③
各
教
諭
に
自
己
研
鑽
を
お
願

い
す
る
ほ
か
、
渡
島
教
育
局
等

で
の
研
修
へ
の
参
加
な
ど
に
よ

り
英
語
力
の
向
上
を
目
指
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
小
学
校

で
の
英
語
は
、
英
語
へ
の
親
し

み
を
い
か
に
伝
え
る
か
が
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

④
２
０
２
０
年
度
ま
で
の
完
全

実
施
ま
で
に
段
階
的
に
３
、
４

年
生
に
導
入
さ
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
国
の
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
係
る
外
国
青
年
の
配
置

及
び
外
国
自
治
体
と
の
自
治
体

間
交
流
に
基
づ
い
て
招
致
し
た

外
国
籍
職
員
の
配
置
に
つ
き
ま

し
て
は
、
支
援
の
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。

町
で
は
、
水
防
セ
ン
タ
ー
を

平
成
28
年
度
着
工
、
平
成
29
年

度
秋
の
完
成
を
目
指
し
建
設
を

進
め
、
そ
の
内
容
は
Ｒ
Ｃ
３
階

建
、
延
べ
床
面
積
が
約
479
㎡
で
、

飯
田
町
会
館
の
機
能
を
も
持
た

せ
、
避
難
所
に
も
す
る
予
定
で

あ
る
。
そ
こ
で
次
の
点
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

①
七
飯
町
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

の
本
町
地
区
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
は
、
そ
の
付
近
で
は
大
雨
で

１
ｍ
か
ら
２
ｍ
未
満
の
浸
水
予

測
と
な
っ
て
い
る
が
、
洪
水
時

に
活
動
を
行
う
た
め
の
機
能
を

発
揮
で
き
る
の
か

②
観
光
施
設
と
し
て
も
視
野
に

入
れ
て
い
る
と
い
う
話
も
聞
く

が
、
む
し
ろ
平
常
時
は
施
設
の

一
部
を
周
辺
の
自
然
素
材
を
用

い
た
学
習
会
や
観
察
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
、
環
境
学
習
等
に
活

用
し
子
ど
も
達
中
心
の
交
流
の

場
と
し
て
開
放
す
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

③
円
形
監
視
デ
ッ
キ
の
費
用
と

必
要
性
に
つ
い
て

【
土
木
課
長
】

①
水
防
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る

場
所
と
し
て
、
久
根
別
川
と
鳴

川
が
入
っ
て
く
る
場
所
で
、
危

険
性
が
最
も
感
じ
ら
れ
、
水
位

を
直
接
目
視
で
き
る
こ
と
は
大

変
有
効
な
こ
と
で
あ
る
の
で
こ

の
場
所
に
し
ま
し
た
。
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
件
に
つ
い
て
は
、

本
町
16
号
線
、
飯
田
町
８
号
線

は
浸
水
の
影
響
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
経
済
部
長
】

②
水
防
セ
ン
タ
ー
の
平
常
時
の

有
効
活
用
と
し
て
、
町
内
会
館

機
能
、
防
災
教
育
、
水
防
活
動

に
理
解
を
深
め
る
も
の
と
し
た

い
。
ま
た
車
両
基
地
と
隣
接
し

て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
と
関
連

す
る
展
示
物
や
イ
ベ
ン
ト
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
も
考
え
て
い
ま
す
。

③
円
形
監
視
デ
ッ
キ
の
み
の
費

用
は
２
千
万
円
程
で
、
水
防
活

動
の
ほ
か
、
平
常
時
の
有
効
活

用
の
た
め
新
幹
線
車
両
基
地
な

ど
の
風
景
を
み
て
も
ら
い
集
客

を
図
り
た
い
。

【
副
町
長
】

②
観
光
面
か
ら
、
大
沼
の
方
か

ら
Ｓ
Ｌ
模
型
の
寄
贈
の
話
が
あ

り
、
そ
う
い
う
も
の
を
展
示
し

な
が
ら
、
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
見
て
、
楽
し
ん
で
も
ら
う

な
ど
の
拠
点
施
設
に
し
た
い
と

も
考
え
て
い
ま
す
。

Q
平
成
27
年
度
決
算
見
込
み
に

つ
い
て

平
成
28
年
度
予
算
は
借
金
主

体
の
編
成
で
、
町
民
の
福
祉
す

ら
福
祉
基
金
を
使
い
果
た
す
も

の
と
な
っ
た
が
、
平
成
27
年
度

決
算
見
込
み
の
実
質
収
支
は
い

く
ら
か
、
ま
た
そ
う
な
っ
た
要

因
は
何
か
。
今
後
の
地
方
債
や

事
業
や
基
金
等
の
財
政
見
通
し

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
総
務
財
政
課
長
】

実
質
収
支
は
約
２
億
２
千
万

円
の
黒
字
と
な
る
見
込
み
で
、

要
因
は
歳
入
で
地
方
消
費
税
交

付
金
、
地
方
交
付
税
、
町
税
な

ど
の
増
、
歳
出
は
民
生
費
の

委
託
料
、
扶
助
費
、
繰
出
金
の

不
用
額
の
増
が
理
由
と
考
え
ま

す
。
地
方
債
に
つ
い
て
は
地
方

交
付
税
措
置
さ
れ
る
起
債
制
度

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
実
質

公
債
費
比
率
及
び
将
来
負
担
比

率
を
十
分
に
留
意
し
て
い
き
た

い
。
事
業
に
つ
い
て
は
、
安
全

上
の
緊
急
度
合
い
、
生
活
に
直

結
す
る
も
の
、
施
設
の
老
朽
具

合
、
税
収
増
や
雇
用
に
つ
な
が

る
産
業
や
経
済
上
へ
の
先
行
投

資
性
、
町
民
か
ら
の
必
要
要
求

度
な
ど
、
町
負
担
の
少
な
い
状

況
を
考
慮
し
て
実
施
し
て
い
き

た
い
。
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Q 
18
歳
選
挙
権
に
よ
る
当
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

A 
18
歳
選
挙
権
制
度
に
つ
い
て
広
報
活
動
等
に
よ
り
周
知
徹
底

し
て
い
く

川　

村　

主　

税　

議
員

Q 

介
護
保
険
の
地
域
支
援
事
業
へ
の
移
行
は
現
行
相
当

サ
ー
ビ
ス
で

A 

国
の
示
し
た
モ
デ
ル
事
業
に
沿
っ
て
実
施
す
る

上　

野　

武　

彦　

議
員

昨
年
６
月
に
公
職
選
挙
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成

立
し
、
選
挙
権
年
齢
が
満
18
歳

以
上
に
引
き
下
げ
る
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
に
伴
い
参
議
院
選
挙

が
最
初
の
18
歳
選
挙
権
の
適
用

に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
投
票
所

に
行
っ
て
１
票
を
投
じ
て
も
ら

う
こ
と
が
目
的
な
の
で
す
が
、

若
い
世
代
に
選
挙
に
つ
い
て

も
っ
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、

何
の
た
め
に
投
票
す
る
の
か
を

考
え
て
も
ら
う
良
い
機
会
で
あ

る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
選
挙

の
投
票
率
ア
ッ
プ
に
関
し
、
次

の
点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
現
時
点
で
の
18
歳
、
19
歳
の

有
権
者
登
録
数
、
全
体
の
何
％

に
な
る
の
か

②
過
去
、
５
回
の
参
議
院
選
挙

の
北
海
道
選
挙
区
分
の
投
票
率

に
つ
い
て

③
学
校
側
へ
の
働
き
か
け
に
つ

い
て

④
参
議
院
選
挙
に
向
け
た
、
一

歩
踏
み
込
ん
だ
取
り
組
み
に
つ

い
て

【
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
】

①
６
月
１
日
現
在
の
名
簿
登
録

者
数
は
、
２
３
，
７
７
５
名
で

す
。
５
月
末
現
在
の
住
民
基
本

台
帳
の
登
録
者
の
う
ち
、
満
18

歳
が
253
名
、
満
19
歳
が
247
名
で

計
500
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
先
程
の
数
字
と
合
わ
せ
ま

す
と
２
４
，
７
７
５
名
と
な
り
、

全
体
で
占
め
る
割
合
は
、
２
．

06
％
の
見
込
み
で
す
。

②
第
19
回
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
、
有
権
者
数
２
３
，
１
４
８

名
、
投
票
率
59
．
13
％
、
第
20

回
、
２
３
，
４
４
７
名
、
62
．

53
％
、
第
21
回
、
２
３
，
８
１

０
名
、
61
．
02
６
％
、
第
22
回
、

２
３
，
８
０
０
名
、
60
．
58
％
、

第
23
回
、
２
３
，
９
７
８
名
、

53
．
82
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
平
成
27
年
12
月
18
日
、
七
飯

高
校
の
２
、
３
年
生
を
対
象
に

北
海
道
選
挙
管
理
委
員
会
、
七

飯
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
選

挙
制
度
の
基
本
原
則
、
変
遷
な

ど
、
選
挙
に
関
す
る
講
義
、
模

擬
選
挙
に
よ
る
投
票
か
ら
開
票

結
果
ま
で
の
一
連
の
流
れ
に
つ

い
て
の
出
前
講
座
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
総
務
省
及
び
文

部
科
学
省
の
連
携
に
よ
る
高
校

生
向
け
の
副
教
材
「
私
た
ち
が

拓
く
日
本
の
未
来
」
の
活
用
に

よ
る
選
挙
に
関
す
る
知
識
や
教

養
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
の

指
導
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

④
18
歳
選
挙
権
に
関
す
る
部
分

に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
に
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
選
挙
管
理
委

員
会
と
し
て
制
度
の
周
知
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
第
24
回
参
議

院
通
常
選
挙
に
お
い
て
も
、
町

広
報
誌
を
は
じ
め
、
選
挙
公
報
、

広
報
車
等
に
よ
る
巡
回
広
報
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報

通
信
設
備
や
立
て
看
板
を
活
用

し
て
、
啓
発
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
た
い
。

【
再
質
問
】

投
票
結
果
ご
と
の
検
証
は

行
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
人

口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
特

に
若
い
世
代
が
選
挙
に
行
く
、

関
心
を
持
つ
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
】

全
道
、
渡
島
管
内
か
ら
見
て

も
投
票
率
が
低
い
こ
と
は
、
認

知
し
て
お
り
、
選
挙
が
終
わ
る

都
度
、
選
挙
管
理
委
員
会
お
い

て
検
証
は
行
っ
て
い
ま
す
。

18
歳
選
挙
権
制
度
の
周
知

を
徹
底
し
て
い
く
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
期
間
の
中
で

立
候
補
者
の
訴
え
を
早
く
伝
え

る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
な
の
で
、

北
海
道
選
挙
管
理
委
員
会
等
と

協
力
を
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

介
護
保
険
事
業
は
、
要
支
援

に
認
定
の
訪
問
介
護
、
通
所
介

護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
に
つ
い

て
、
自
治
体
が
行
う
地
域
支
援

事
業
、
い
わ
ゆ
る
新
総
合
事
業

へ
の
移
行
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

町
は
平
成
29
年
４
月
の
期
限
を

め
ど
に
実
施
の
方
向
で
準
備
を

進
め
て
き
た
。
そ
こ
で
次
の
点

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
国
の
モ
デ
ル
を
実
施
す
る
と

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
恐
れ

が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で

実
施
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る

の
か

②
国
の
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
は
、
市
町
村
が
主
体
と
な

り
地
域
に
お
け
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
生
活
支
援
・
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体

が
参
画
す
る
「
協
議
体
」
を
設

置
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

③
新
総
合
事
業
で
は
、
要
介
護

認
定
を
省
略
し
「
基
本
チ
エ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
で
対
象
者
を
判
別

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
簡
易

化
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
か

【
民
生
部
長
】

①
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
に

現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス
及
び
緩
和

し
た
基
準
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
平
成
29
年
４
月
か
ら

実
施
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
介

護
予
防
訪
問
相
当
サ
ー
ビ
ス

は
、
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
の
雇

用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
に
よ
り

提
供
さ
れ
る
緩
和
し
た
基
準
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
Ｂ
の
有
償
無
償
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
に
よ
り
提
供
さ
れ
る

住
民
主
体
に
よ
る
支
援
、
訪
問

型
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
の
保
健
、
医
療

の
専
門
職
に
よ
り
提
供
さ
れ
る

短
期
間
で
行
わ
れ
る
支
援
、
訪

問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
の
介
護
予
防
、

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
一
体
的

に
行
わ
れ
る
移
動
支
援
や
移
送

前
後
の
生
活
支
援
の
４
つ
に
分

類
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
町
は

雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
に
よ

り
提
供
さ
れ
る
、
ま
た
は
労
働

者
と
と
も
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

補
助
的
に
加
わ
っ
た
形
で
提
供

さ
れ
る
緩
和
し
た
基
準
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
の
形
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

②
協
議
体
に
つ
い
て
は
、
10
名

程
度
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

町
内
会
、
学
識
経
験
者
の
構
成

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

【
再
質
問
】

②
介
護
関
係
の
専
門
の
方
も
入

ら
な
い
と
十
分
な
対
応
が
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
、
特
に
住

民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め

に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
を

入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

【
民
生
部
長
】

②
国
の
例
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

民
間
企
業
、
協
同
組
合
、
ボ
ラ

ン
チ
ィ
ア
、
社
会
福
祉
法
人
な

ど
と
な
っ
て
お
り
、
10
名
に
つ

い
て
は
、
他
の
メ
ン
バ
ー
も
入

れ
る
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

③
現
在
の
申
請
制
度
は
そ
の
ま

ま
で
、
新
た
に
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
よ
る
申
請
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
選
択
枝
が
増
え

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
要
介

護
・
要
支
援
認
定
申
請
を
す
る

の
か
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

に
よ
る
の
か
は
、
サ
ー
ビ
ス
の

範
囲
が
違
う
こ
と
か
ら
申
請
者

の
判
断
に
な
り
ま
す
。
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
の
受
付
、
審
査
は
町
、

地
域
包
セ
ン
タ
ー
職
員
が
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
「
確
認
し
づ
ら
い
位

置
に
設
置
さ
れ
て
い
る
信
号
機

に
つ
い
て
」、「
桜
の
天
狗
巣
病

に
つ
い
て
」
を
質
問
し
て
い
る
。
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平
成
28
年
３
月
８
日
第
１
回
定
例
会
に
お
け
る
議
決
に
基

づ
き
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
審
査
し

た
結
果
を
次
の
と
お
り
報
告
す
る
。

民

生

文

教

１
．
事
件
名

⑴
議
案
第
９
号　

七
飯
町
い
じ

め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

⑵
議
案
第
10
号　

七
飯
町
い
じ

め
防
止
等
対
策
推
進
委
員
会
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

⑶
議
案
第
11
号　

七
飯
町
い
じ

め
問
題
に
関
す
る
調
査
委
員
会

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

２
．
審
査
の
経
過

３
月
28
日
、
５
月
10
日
、
６

月
７
日
の
３
日
間
委
員
会
を
開

催
し
、教
育
次
長
、民
生
部
長
、

学
校
教
育
課
長
、
子
育
て
健
康

支
援
課
長
の
出
席
を
求
め
、
当

委
員
会
が
要
求
し
た
資
料
等
を

も
と
に
審
査
を
行
っ
た
。 

３
．
決
定
及
び
理
由

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
七

飯
町
い
じ
め
防
止
に
関
す
る
条

例
（
３
条
例
）
は
、
い
じ
め
防

止
対
策
推
進
法
（
以
下
「
法
」

と
い
う
。）
第
12
条
に
規
定
す

る
「
地
方
公
共
団
体
は
、
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
を
参
酌
し
、

そ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
当

該
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
い

じ
め
防
止
等
の
た
め
の
対
策
を

総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す

る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
を
定

め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
。」
に
よ
り
、
当
町
に
お
い

て
も
、
七
飯
町
教
育
委
員
会
、

町
内
小
中
学
校
、
地
域
社
会
、

家
庭
そ
の
他
の
関
係
機
関
や
団

体
が
連
携
し
、
い
じ
め
の
防

止
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
、
い

じ
め
へ
の
対
処
及
び
対
策
を
講

じ
る
た
め
、
七
飯
町
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
（
以
下
「
基
本
方

針
」
と
い
う
。）
を
平
成
28
年

２
月
に
策
定
し
て
い
る
。

各
条
例
の
審
査
結
果
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

⑴
議
案
第
９
号　

七
飯
町
い
じ

め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

◇
決　
　

定　
　

原
案
可
決

◇
理　
　

由

七
飯
町
い
じ
め
問
題
対
策
連

絡
協
議
会
条
例
は
、
法
及
び
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
い
じ
め
の

防
止
等
に
関
係
す
る
機
関
及
び

団
体
と
の
連
携
を
図
る
た
め
の

組
織
を
設
置
す
る
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
あ
る
。

条
例
は
、
10
条
で
の
構
成
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

第
１
条　

設
置

基
本
方
針
に
基
づ
き
、「
い

じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」

取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
学

校
や
家
庭
、
警
察
や
児
童
相
談

所
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を

図
る
た
め
、
法
第
14
条
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
き
設
置
す
る
。

第
２
条　

所
掌
事
項

連
絡
協
議
会
を
組
織
す
る
各

機
関
や
団
体
と
い
じ
め
の
防
止

等
に
つ
い
て
、
構
成
す
る
各
機

関
や
団
体
と
連
携
し
、
い
じ
め

防
止
等
に
関
し
て
の
情
報
交
換

や
対
策
、
施
策
の
推
進
な
ど
協

議
す
る
内
容
を
定
め
て
い
る
。

第
３
条　

組
織

委
員
の
人
数
を
15
人
以
内
と

し
て
い
る
。

第
４
条　

委
員

連
絡
協
議
会
の
委
員
に
つ
い

て
規
定
し
た
も
の
で
、
七
飯
町

民
生
部
子
育
て
健
康
支
援
課
、

七
飯
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
、
七
飯
町
青
少
年
問
題
協
議

会
、
七
飯
町
青
少
年
指
導
員

会
、
北
海
道
警
察
函
館
方
面
函

館
中
央
警
察
署
、
七
飯
町
内
小

中
学
校
、
北
海
道
函
館
児
童
相

談
所
、
函
館
地
方
法
務
局
、
函

館
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
、
七

飯
町
民
生
児
童
委
員
、
七
飯
町

内
の
小
中
学
校
保
護
者
代
表
や

町
内
会
代
表
を
教
育
委
員
会
が

任
命
す
る
こ
と
を
定
め
、
第
２

項
で
は
委
員
の
任
期
、
第
３
項

で
は
委
員
の
再
任
に
つ
い
て
定

め
て
い
る
。

第
５
条　

会
長
及
び
副
会
長

連
絡
協
議
会
の
会
長
、
副
会

長
の
選
出
方
法
と
そ
の
役
割
を

規
定
し
て
い
る
。

第
６
条　

秘
密
の
保
持

委
員
の
守
秘
義
務
を
規
定
し

て
い
る
。

第
７
条　

会
議

連
絡
協
議
会
の
会
議
の
招

集
、
会
議
の
成
立
、
議
決
要
件

を
規
定
し
て
い
る
。

第
８
条　

意
見
の
聴
取

い
じ
め
防
止
等
に
関
し
、
委

員
以
外
の
専
門
的
な
知
識
を
有

す
る
機
関
や
団
体
に
所
属
す
る

者
の
出
席
を
求
め
、
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
規
定

し
て
い
る
。

第
９
条　

庶
務

連
絡
協
議
会
の
庶
務
を
処
理

す
る
部
署
を
規
定
し
て
い
る
。

第
10
条　

委
任

本
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ

か
、
連
絡
協
議
会
の
運
営
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が
連

絡
協
議
会
に
諮
っ
て
定
め
る
こ

と
を
規
定
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
を
留
意
の
う

え
、
条
例
の
内
容
を
審
査
し
た

と
こ
ろ
、
法
及
び
基
本
方
針
の

定
め
に
従
い
、
制
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
採
決
の
結
果
、
全
員

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

⑵
議
案
第
10
号　

七
飯
町
い
じ

め
防
止
等
対
策
推
進
委
員
会
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

◇
決　
　

定　
　

原
案
可
決

◇
理　
　

由

七
飯
町
い
じ
め
防
止
等
対
策

推
進
委
員
会
条
例
は
、
法
及
び

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
い
じ
め

の
防
止
等
に
係
る
調
査
研
究
等

有
効
な
対
策
を
検
討
す
る
た

め
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
審
議

を
行
う
ほ
か
、
法
第
28
条
第
１

項
の
重
大
事
態
の
発
生
時
に
お

け
る
調
査
を
行
う
第
三
者
機
関

と
し
て
の
機
能
を
備
え
る
た

め
、
学
識
経
験
者
及
び
専
門
的

知
識
や
経
験
を
有
す
る
者
等
で

構
成
し
、
公
平
性
や
中
立
性
を

確
保
す
る
組
織
を
設
置
す
る
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

条
例
は
、
10
条
で
の
構
成
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

第
１
条　

設
置

法
第
14
条
第
３
項
に
基
づ

き
、
連
絡
協
議
会
と
の
円
滑
な

連
携
の
も
と
に
、
い
じ
め
防
止

等
の
対
策
を
実
効
的
に
行
う
よ

う
に
す
る
た
め
、
い
じ
め
の
防

止
等
に
係
る
調
査
研
究
等
有
効

な
対
策
を
検
討
す
る
た
め
、
専

門
的
な
見
地
か
ら
審
議
を
行
う

ほ
か
、
法
第
28
条
第
１
項
の
重

大
事
態
発
生
時
の
調
査
を
行
う

附
属
機
関
と
し
て
設
置
す
る
。

第
２
条　

所
掌
事
項

次
の
事
項
を
推
進
委
員
会
の

所
掌
事
項
と
し
て
い
る
。

①
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応

じ
、
基
本
方
針
に
基
づ
く
い
じ

め
の
防
止
等
の
た
め
の
調
査
研

究
な
ど
、
い
じ
め
の
防
止
等
の

た
め
の
有
効
な
対
策
を
検
討
す

る
た
め
の
専
門
的
な
見
地
か
ら

審
議
を
行
う
。

②
学
校
で
発
生
し
た
い
じ
め
に

関
す
る
通
報
や
相
談
を
受
け
、

必
要
な
調
査
を
行
い
、
い
じ
め

を
受
け
た
児
童
等
や
そ
の
保
護

者
の
支
援
及
び
い
じ
め
を
行
っ

た
児
童
等
に
対
す
る
指
導
や
そ

の
保
護
者
に
対
す
る
助
言
を
行

い
、
当
該
い
じ
め
の
解
決
を
図

る
。

③
学
校
だ
け
で
は
対
応
が
難
し

く
、
専
門
的
な
知
識
が
必
要
と

な
る
い
じ
め
の
案
件
に
つ
い
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て
、
第
三
者
機
関
と
し
て
調
査

を
行
う
。

④
児
童
等
の
生
命
、
心
身
又
は

財
産
に
重
大
な
被
害
が
生
じ
る

疑
い
や
児
童
等
が
相
当
の
期
間

学
校
を
欠
席
す
る
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
重
大

事
態
に
係
る
調
査
を
行
う
。

⑤
前
述
以
外
に
教
育
委
員
会
が

調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め

た
場
合
調
査
を
行
う
。

第
３
条　

組
織

委
員
の
人
数
を
10
人
以
内
と

し
て
い
る
。

第
４
条　

委
員

推
進
委
員
会
の
委
員
に
つ
い

て
規
定
し
た
も
の
で
、
法
律
、

医
療
、
心
理
、
福
祉
又
は
教
育

に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
、
経

験
そ
の
他
の
い
じ
め
防
止
に
関

す
る
調
査
審
議
を
行
う
た
め

に
、
必
要
な
知
識
、
経
験
を
有

す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
教
育
長

が
任
命
す
る
こ
と
を
定
め
て
い

る
。想

定
さ
れ
る
委
員
は
、
弁
護

士
、
医
師
（
小
児
科
医
等
）、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
函

館
地
方
法
務
局
、
函
館
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
等
で
あ
る
。

第
２
項
で
は
委
員
の
任
期
、

第
３
項
で
は
委
員
の
再
任
に
つ

い
て
定
め
て
い
る
。

第
５
条　

委
員
長
及
び
副
委
員

長

推
進
委
員
会
の
委
員
長
、
副

委
員
長
の
選
出
方
法
と
そ
の
役

割
を
規
定
し
て
い
る
。

第
６
条　

秘
密
の
保
持

委
員
の
守
秘
義
務
を
規
定
し

て
い
る
。

第
７
条　

会
議

推
進
委
員
会
の
会
議
の
招

集
、
会
議
の
成
立
、
議
決
要
件

を
規
定
し
て
い
る
。

第
８
条　

意
見
の
聴
取

い
じ
め
防
止
等
に
関
し
、
委

員
以
外
の
専
門
的
な
知
識
を
有

す
る
機
関
や
団
体
に
所
属
す
る

者
の
出
席
を
求
め
、
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
規
定

し
て
い
る
。

第
９
条　

庶
務

推
進
委
員
会
の
庶
務
を
処
理

す
る
部
署
を
規
定
し
て
い
る
。

第
10
条　

委
任

本
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ

か
、
推
進
委
員
会
の
運
営
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
委
員
長
が

推
進
委
員
会
に
諮
っ
て
定
め
る

こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

委
員
か
ら
は
教
育
委
員
会
の

附
属
機
関
と
し
て
の
位
置
づ
け

に
質
疑
が
あ
っ
た
が
、
国
の
法

律
、
北
海
道
の
条
例
を
踏
襲
し

て
教
育
委
員
会
の
附
属
機
関
と

さ
れ
て
お
り
、
開
催
に
つ
い
て

も
最
低
年
１
回
の
開
催
を
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
を
留
意
の
う

え
、
条
例
の
内
容
を
審
査
し
た

と
こ
ろ
、
法
及
び
基
本
方
針
の

定
め
に
従
い
、
制
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
採
決
の
結
果
、
全
員

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

⑶
議
案
第
11
号　

七
飯
町
い
じ

め
問
題
に
関
す
る
調
査
委
員
会

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◇
決　
　

定　
　

原
案
可
決

◇
理　
　

由

七
飯
町
い
じ
め
問
題
に
関
す

る
調
査
委
員
会
条
例
は
、
法
第

30
条
第
２
項
及
び
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
教
育
委
員
会
か
ら
の

重
大
事
態
に
係
る
調
査
結
果
の

報
告
を
受
け
、
当
該
報
告
に
係

る
重
大
事
態
へ
の
対
処
又
は
当

該
重
大
事
態
と
同
種
の
事
態
の

発
生
の
防
止
の
た
め
必
要
が
あ

る
場
合
、
教
育
委
員
会
又
は
学

校
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
再
調

査
を
行
う
組
織
を
設
置
す
る
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

条
例
は
、
11
条
で
の
構
成
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

第
１
条　

設
置

教
育
委
員
会
か
ら
法
第
28
条

第
１
項
に
よ
る
重
大
事
態
に
係

る
調
査
結
果
の
報
告
を
受
け
、

当
該
報
告
に
係
る
重
大
事
態
へ

の
対
処
又
は
当
該
重
大
事
態
と

同
種
の
事
態
の
発
生
の
防
止
の

た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
教

育
委
員
会
又
は
学
校
の
調
査
結

果
に
つ
い
て
再
調
査
す
る
た

め
、
法
第
30
条
第
２
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
町
長
の
附
属
機
関

と
し
て
設
置
す
る
。

第
２
条　

所
掌
事
項

調
査
委
員
会
の
所
掌
事
項
と

し
て
、
児
童
等
の
生
命
、
心
身

又
は
財
産
に
重
大
な
被
害
が
生

じ
る
疑
い
や
児
童
等
が
相
当
の

期
間
学
校
を
欠
席
す
る
こ
と
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

重
大
事
態
に
係
る
調
査
結
果
の

報
告
を
受
け
、
再
調
査
が
必
要

と
認
め
た
場
合
に
そ
の
結
果
に

つ
い
て
調
査
審
議
す
る
こ
と
を

規
定
し
て
い
る
。

第
３
条　

組
織

委
員
の
人
数
を
５
人
以
内
と

し
て
い
る
。

第
４
条　

委
員

調
査
委
員
会
の
委
員
に
つ
い

て
規
定
し
た
も
の
で
、
法
律
、

医
療
、
心
理
、
福
祉
又
は
教
育

に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
、
経

験
そ
の
他
の
い
じ
め
防
止
に
関

す
る
調
査
、
審
議
を
行
う
た
め

に
必
要
な
知
識
、
経
験
を
有
す

る
者
の
う
ち
か
ら
、
町
長
が
任

命
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

想
定
さ
れ
る
委
員
は
、
弁
護

士
、
医
師
（
小
児
科
医
等
）、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
函

館
地
方
法
務
局
、
函
館
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
等
で
あ
る
。

第
２
項
で
は
委
員
の
任
期
、

第
３
項
で
は
委
員
の
再
任
に
つ

い
て
定
め
て
い
る
。

第
５
条　

委
員
長

調
査
委
員
会
の
委
員
長
の
選

出
方
法
と
そ
の
役
割
を
規
定
し

て
い
る
。

第
６
条　

臨
時
委
員

い
じ
め
の
内
容
に
よ
り
、
特

別
の
事
項
に
関
し
専
門
的
な
知

識
や
経
験
を
有
す
る
者
が
必
要

と
な
る
場
合
を
想
定
し
た
規
定

と
し
て
い
る
。

第
７
条　

秘
密
の
保
持

委
員
の
守
秘
義
務
を
規
定
し

て
い
る
。

第
８
条　

会
議

調
査
委
員
会
の
会
議
の
招

集
、
会
議
の
成
立
、
議
決
要
件

を
規
定
し
て
い
る
。

第
９
条　

意
見
の
聴
取

い
じ
め
防
止
等
に
関
し
、
委

員
以
外
の
専
門
的
な
知
識
を
有

す
る
機
関
や
団
体
に
所
属
す
る

者
の
出
席
を
求
め
、
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
規
定

し
て
い
る
。

第
10
条　

庶
務

調
査
委
員
会
の
庶
務
を
処
理

す
る
部
署
を
規
定
し
て
い
る
。

こ
の
条
例
は
、
教
育
委
員
会

又
は
学
校
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
再
調
査
す
る
た
め
、
町
長
部

局
に
お
い
て
庶
務
を
処
理
す
る

こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

第
11
条　

委
任

本
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ

か
、
調
査
委
員
会
の
運
営
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
委
員
長
が

調
査
委
員
会
に
諮
っ
て
定
め
る

こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
を
留
意
の
う

え
、
条
例
の
内
容
を
審
査
し
た

と
こ
ろ
、
法
及
び
基
本
方
針
の

定
め
に
従
い
、
制
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
採
決
の
結
果
、
全
員

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

４
．
付
帯
意
見

深
刻
化
す
る
い
じ
め
の
問
題

に
対
応
す
べ
く
、
法
及
び
基
本

方
針
に
基
づ
く
組
織
の
運
営
に

あ
た
っ
て
規
則
も
し
く
は
要
綱

の
整
備
を
速
や
か
に
行
い
、
事

案
の
対
処
は
迅
速
か
つ
ケ
ー
ス

に
応
じ
た
臨
機
応
変
な
対
応
を

強
く
望
む
も
の
で
あ
る
。
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経

済

産

業

◆
観
光
振
興
計
画
に
つ
い
て

〔
調
査
の
目
的
〕

北
海
道
新
幹
線
の
開
業
、
高

速
交
通
網
の
整
備
、
外
国
人
観

光
客
の
増
加
な
ど
観
光
目
的
や

観
光
客
の
流
れ
に
変
化
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
７
月
に

策
定
し
た
七
飯
町
観
光
振
興
計

画
（
以
下
「
観
光
振
興
計
画
」

と
い
う
。）
の
内
容
、
進
捗
状

況
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

〔
調
査
の
方
法
〕

観
光
振
興
計
画
、
無
料
公
共

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備
の
進
捗

状
況
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
入
込

数
、
宿
泊
施
設
及
び
飲
食
施
設

の
受
入
数
に
関
す
る
資
料
の
提

出
を
求
め
、
経
済
部
長
、
商
工

観
光
課
長
へ
の
聴
取
及
び
現
地

調
査
を
行
っ
た
。

〔
観
光
振
興
計
画
に
つ
い
て
〕

⑴
観
光
振
興
計
画
の
内
容

平
成
27
年
７
月
に
策
定
し
た

観
光
振
興
計
画
で
は
、
計
画
の

趣
旨
と
し
て
こ
れ
ま
で
函
館
空

港
や
JR
函
館
駅
が
道
南
の
玄
関

口
と
し
て
多
く
の
観
光
客
の
受

け
入
れ
を
し
て
き
た
が
、
本
年

３
月
に
開
業
し
た
北
海
道
新
幹

線
新
函
館
北
斗
駅
へ
玄
関
口
の

シ
フ
ト
が
予
測
さ
れ
、
そ
の
た

め
当
町
の
観
光
や
産
業
も
転
換

期
を
迎
え
る
と
と
も
に
千
載
一

遇
の
好
機
を
迎
え
て
い
る
。
一

方
で
多
様
化
し
た
ニ
ー
ズ
や
外

国
人
観
光
客
へ
の
対
応
、
受
け

入
れ
体
制
や
二
次
交
通
網
の
整

備
、
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し

や
磨
き
上
げ
な
ど
の
多
く
の
課

題
が
あ
り
、
こ
う
し
た
課
題
１

つ
１
つ
の
検
証
・
対
策
を
通
し

て
、
当
町
が
持
つ
数
多
く
の

「
観
光
資
源
」
を
活
用
・
整
備

し
、
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

創
設
、
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
、

既
存
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
磨

き
上
げ
を
図
る
と
と
も
に
「
ひ

と
・
自
然
・
食
」
が
真
に
魅
力

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
い
る
。

計
画
の
目
的
で
は
、
開
業
効

果
を
最
大
限
に
享
受
す
る
た
め

に
も
、
観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
に
協
働
で
取
り
組
み
、
我
が

ま
ち
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

計
画
期
間
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
平
成
37
年
度
ま
で
と
な
っ

て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
計
画

内
容
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

計
画
の
第
１
章
で
は
、
観
光

の
動
向
と
し
て
、
観
光
入
込
客

数
の
推
移
は
表
１
の
と
お
り
と

な
っ
て
お
り
、
調
査
を
開
始
し

た
昭
和
40
年
度
の
80
万
人
よ
り

堅
調
に
増
加
し
、
平
成
３
年
度

に
は
297
万
人
を
記
録
し
た
が
、

以
降
は
緩
や
か
に
減
少
し
、
特

に
平
成
23
年
度
に
お
い
て
は
、

東
日
本
大
震
災
な
ど
の
影
響
に

よ
り
直
近
10
年
間
で
最
も
少
な

い
153
万
人
ま
で
減
少
し
た
。
ま

た
、
観
光
客
入
込
数
を
過
去
10

年
間
に
お
け
る
月
別
の
平
均
値

で
見
た
場
合
、
観
光
最
盛
期
に

あ
た
る
８
月
が
約
23
万
人
で
最

も
多
く
、
冬
期
間
の
３
月
が
最

も
少
な
く
約
８
万
６
千
人
と
な

っ
て
い
る
。

宿
泊
客
数
の
推
移
で
は
、
平

成
３
年
度
に
記
録
し
た
約
32
万

６
千
人
以
降
は
緩
や
か
に
減
少

し
、
平
成
11
年
度
及
び
平
成
12

年
度
に
激
減
、
平
成
22
年
度
に

お
い
て
は
調
査
開
始
以
来
、
最

小
値
で
あ
る
約
５
万
９
千
人
に

ま
で
減
少
し
た
。
一
方
で
、
外

国
人
宿
泊
客
数
は
、
平
成
26
年

度
に
お
い
て
は
調
査
開
始
以
来

最
大
値
で
あ
る
約
１
万
２
千
人

に
ま
で
増
加
し
、
当
町
の
外
国

人
宿
泊
客
及
び
外
国

人
観
光
客
は
今
後
ま

す
ま
す
増
加
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。第

２
章
で
は
、
観

光
の
課
題
と
し
て
、

平
成
26
年
度
に
日
本

自
動
車
連
盟
が
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
で
は
、

「
七
飯
町
を
知
っ
て

い
ま
す
か
」
と
の
問

い
に
は
、「
知
ら
な

い
」
が
56
．
３
％
と

な
っ
て
お
り
、
国
内

に
お
け
る
当
町
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
が

不
十
分
ま
た
は
効
果

的
で
は
な
い
こ
と
に

起
因
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
、
継
続
的
か

つ
効
果
的
な
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
、
ま
た
「
七
飯
町
を

訪
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」

と
の
問
い
に
対
し
て
も
、「
な

い
」
が
66
．
８
％
と
な
っ
て
お

り
、
認
知
度
と
同
様
に
い
か
に

し
て
当
町
の
魅
力
を
伝
え
、
訪

問
の
動
機
づ
け
を
行
っ
て
い
く

の
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

観
光
入
込
客
数
の
推
移
か
ら

み
た
観
光
の
課
題
と
し
て
、
北

海
道
新
幹
線
開
業
効
果
を
含
ん

だ
観
光
入
込
客
数
の
今
後
の
推

移
を
年
間
237
万
人
程
度
と
見
込

ん
で
お
り
、
南
北
海
道
の
玄
関

口
が
JR
函
館
駅
や
函
館
空
港
か

ら
新
函
館
北
斗
駅
へ
シ
フ
ト

し
、
当
町
の
観
光
地
で
あ
る
大

沼
国
定
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス
・

利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る

な
か
で
の
数
値
と
し
て
高
い
も

の
と
言
え
ず
、
特
に
、
新
幹
線

開
業
時
の
訪
問
し
た
い
場
所
と

し
て
大
沼
が
選
択
さ
れ
た
割
合

が
7.6
％
に
留
ま
っ
た
結
果
は
、

当
町
の
見
ど
こ
ろ
や
特
産
品
の

魅
力
が
十
分
に
伝
え
き
れ
て
い

な
い
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
北
海

道
を
訪
れ
る
多
く
の
観
光
客
に

対
し
、
当
町
の
魅
力
を
伝
え
、

当
町
へ
の
訪
問
に
つ
い
て
動
機

付
け
を
行
っ
て
い
く
の
か
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

宿
泊
客
数
の
推
移
か
ら
み
た

観
光
の
課
題
と
し
て
は
、
宿
泊

客
数
が
平
成
３
年
度
の
32
万
人

を
ピ
ー
ク
に
以
降
減
少
を
続

け
、
平
成
22
年
度
の
宿
泊
客
数

は
統
計
以
来
最
少
の
約
５
万
９

千
人
ま
で
落
ち
込
ん
だ
が
、
現

在
は
平
成
３
年
度
の
３
分
の
１

か
ら
４
分
の
１
程
度
で
推
移
し

て
お
り
、
北
海
道
新
幹
線
開
業

効
果
を
含
ん
だ
場
合
の
宿
泊
客

数
の
推
移
は
、
概
ね
11
万
５
千

人
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。
宿

泊
施
設
の
収
容
人
数
の
増
加
に

つ
い
て
は
、
施
設
の
新
増
設
な

ど
、
民
間
に
よ
る
建
設
投
資
を

要
す
る
性
質
上
、
短
期
的
な
増

加
を
見
込
む
こ
と
が
難
し
い
こ

と
か
ら
、
中
期
的
に
は
既
存
施

設
の
稼
働
率
や
宿
泊
率
の
改
善

を
図
り
、
長
期
的
に
は
宿
泊
施

設
の
新
増
設
を
促
進
し
て
い
く

た
め
の
施
策
を
行
う
な
ど
、
中

長
期
一
体
と
し
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

外
国
人
宿
泊
客
数
の
推
移
か

ら
み
た
観
光
の
課
題
と
し
て
、

平
成
９
年
度
か
ら
調
査
が
開
始

さ
れ
、
概
ね
５
千
か
ら
６
千
人

程
度
で
推
移
し
て
い
る
が
、
そ

の
動
向
は
世
界
経
済
、
国
際
情

勢
、
天
変
地
異
な
ど
の
影
響
を

受
け
る
な
ど
不
安
定
な
側
面
が

あ
る
も
の
の
、
平
成
26
年
度
に

お
い
て
は
、
１
万
２
千
人
を
突

破
し
、
当
面
は
こ
の
傾
向
は
続

く
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

旅
行
中
困
っ
た
こ
と
や
旅
行
中

最
も
困
っ
た
こ
と
と
し
て
「
無

料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
」
が

最
も
多
く
、
次
に
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
目
的
地
ま
で

常
任
委
員
会
活
動
報
告

【
所
管
事
務
調
査
】
要
旨
を
掲
載

【表１】観光客数の推移 （単位：万人）

S40 S45 S50 S55 S60 H3 H5 H8 H11 H12 H13 H14
80 139 199 205 214 297 272 291 276 245 269 268
H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26
228 214 207 209 208 183 166 158 153 178 198 195

【表２】アンケート調査結果
七飯町の認知度 七飯町への訪問

有効回答数：15,526 人 有効回答数：15,830 人
知っている 6,787 人（43.7%） ある  5,255 人（33.2%）
知らない 8,739 人（56.3%） ない 10,575 人（66.8%）
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の
公
共
交
通
の
経
路
情
報
の
入

手
」
が
続
い
て
い
る
。
外
国
人

旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
環

境
整
備
を
行
い
、
受
入
環
境
の

充
実
を
図
る
こ
と
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

観
光
地
点
の
入
込
動
向
か
ら

み
た
観
光
の
課
題
に
つ
い
て
、

大
沼
地
区
の
日
帰
施
設
へ
の
入

込
数
に
つ
い
て
増
加
し
て
い
る

一
方
、
大
沼
地
区
以
外
の
日
帰

施
設
の
入
込
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い

で
推
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
町
を
訪
れ
る
観
光
客
を
大
沼

地
区
以
外
の
日
帰
施
設
へ
の
入

込
を
促
進
し
、
観
光
消
費
に
伴

う
経
済
効
果
を
町
内
全
体
へ
波

及
さ
せ
る
た
め
に
も
、
町
内
を

周
遊
さ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
が

重
要
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
大

沼
公
園
以
外
の
日
帰
施
設
へ
の

入
込
の
ほ
と
ん
ど
は
国
内
旅
行

客
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
外

国
人
観
光
客
が
こ
う
し
た
施
設

へ
あ
ま
り
訪
れ
て
い
な
い
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
近

年
、
顕
著
に
増
加
を
続
け
る
外

国
人
観
光
客
の
こ
う
し
た
施
設

へ
の
誘
客
に
つ
い
て
も
対
策
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

当
町
の
観
光
が
抱
え
て
い
る

課
題
と
し
て
は
、
次
の
５
点
と

な
っ
て
い
る
。

①
町
の
認
知
度
不
足
へ
の
対
策

②
滞
在
型
観
光
の
促
進
に
向
け

た
対
策

③
外
国
人
観
光
客
の
受
入
環
境

に
向
け
た
対
策

④
通
年
型
観
光
の
促
進
に
向
け

た
対
策

⑤
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
の
全

町
へ
の
波
及
に
向
け
た
対
策

第
３
章
で
は
観
光
の
諸
課
題

へ
の
対
策
と
し
て
、
表
３
の
と

お
り
町
の
認
知
度
不
足
へ
の
対

策
と
し
て
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
魅
力
の
発
信
に
よ
る

認
知
度
の
向
上
で
５
事
業
、
ツ

ー
ル
の
魅
力
向
上
お
よ
び
効
果

的
な
活
用
で
２
事
業
、
滞
在
型

観
光
の
促
進
に
向
け
た
対
策
と

し
て
、
長
時
間
滞
在
さ
せ
る
魅

力
あ
る
観
光
商
品
の
造
成
と
景

観
等
の
維
持
管
理
で
７
事

業
、
宿
泊
者
用
の
メ
ニ
ュ

ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

化
で
１
事
業
、
外
国
人
観

光
客
の
受
入
環
境
の
整
備

に
向
け
た
対
策
と
し
て
、

外
国
人
観
光
客
が
活
用
し

や
す
い
ツ
ー
ル
の
作
成
で

３
事
業
、
外
国
人
観
光
客

の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
ハ
ー

ド
整
備
、
外
国
人
観
光
客

の
受
入
体
制
と
お
も
て
な

し
の
向
上
、
観
光
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
等
、
諸
外
国
へ

の
情
報
発
信
の
強
化
で
各

１
事
業
、
通
年
型
観
光
の

促
進
に
向
け
た
対
策
と
し

て
、
季
節
ご
と
に
特
色
あ

る
魅
力
的
な
観
光
商
品
の

造
成
と
情
報
発
信
で
６
事

業
、
継
続
的
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
た
め
の
担
い
手
の

育
成
で
１
事
業
、
観
光
に

よ
る
経
済
効
果
の
全
町
へ

の
波
及
に
向
け
た
対
策
と
し

て
、
町
内
観
光
施
設
等
の
魅
力

発
信
に
よ
る
周
遊
促
進
、
町
内

各
地
に
お
け
る
新
た
な
観
光
商

品
の
造
成
と
既
存
商
品
の
充
実

化
で
各
４
事
業
、
二
次
交
通
の

充
実
化
に
よ
る
周
遊
促
進
で
３

事
業
を
計
画
し
て
課
題
へ
の
対

策
と
し
て
い
る
。

第
４
章
で
は
前
章
の
課
題
と

対
策
の
目
標
設
定
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
目
標
の
達
成
を
目
指

し
施
策
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

町
か
ら
は
旅
行
会
社
と
の
連

携
に
つ
い
て
城
岱
牧
場
、
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
は
行
っ
て
い
る
が
、
な
か

な
か
採
用
さ
れ
な
い
の
で
、
さ

ら
に
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

旅
行
ル
ー
ト
と
し
て
は
、
函

館
・
札
幌
間
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル

ー
ト
に
も
入
っ
て
お
り
、
地
の

利
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
課
題
と
し
て
は
地
元
の
観
光

業
者
が
資
金
や
高
齢
化
な
ど
の

問
題
に
よ
り
観
光
客
の
ニ
ー
ズ

に
つ
い
て
い
け
て
い
な
い
こ

と
、
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
づ
く

り
の
た
め
外
部
専
門
家
へ
の
依

頼
な
ど
、
自
然
環
境
を
守
り
、

施
設
整
備
を
進
め
未
来
の
あ
る

大
沼
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い

き
た
い
と
話
が
あ
っ
た
。

委
員
か
ら
は
、
特
徴
的
、
個

性
的
な
も
の
で
全
国
に
発
信
で

き
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
と
の

意
見
が
あ
り
、
町
は
観
光
振
興

計
画
の
テ
ー
マ
が
「
ひ
と
、
自

然
、
食
」
と
な
っ
て
お
り
、
駒

ヶ
岳
、
大
沼
の
景
色
は
ど
こ
に

も
な
い
も
の
な
の
で
、
そ
れ
を

食
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
ま

た
観
光
振
興
計
画
の
検
証
に
つ

い
て
意
見
が
あ
り
、
毎
年
検
証

し
て
、
不
足
し
て
い
る
部
分
は

補
っ
て
い
く
と
回
答
が
あ
っ

た
。

⑵
無
料
公
共
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境

整
備
の
進
捗
状
況
大
沼
公
園
周

辺
に
お
け
る
無
料
公
共
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
の
状
況
、
設
置
場
所
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

委
員
か
ら
は
、
無
料
公
共
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
パ
ス
ワ
ー
ド
の
有

無
、
利
用
で
き
る
範
囲
、
外
国

語
対
応
の
状
況
、
設
置
目
標
の

17
箇
所
を
す
で
に
達
成
し
て
い

る
が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
パ
ス
ワ
ー
ド
に

【表３】観光の諸課題への対策
課題・取り組み 事業メニュー

◎町の認知度不足への対策
観光プロモーションな
ど魅力の発信による認
知度向上

イベントなどによるプロモーション
情報誌などを活用したブランド発信
スポーツ合宿の誘致に伴うプロモーションの実施
ラン・ウォークイベントの実施
道の駅を拠点とした観光情報の発信

ツールの魅力向上およ
び効果的な活用

パンフレットの充実、設置
広域連携による情報発信

◎滞在型観光の促進に向けた対策
長時間滞在させる魅力
ある観光商品の造成と
景観等の維持管理

グルメコンテンツの開発
牧場での体験メニューづくり
牧場カフェ
観光ガイドの育成
果物狩りの利用促進
グリーンツーリズムの推進
湖畔周辺の整備

宿泊者用のメニュー・
プログラムの充実化

宿泊者限定体験メニューの開発

◎外国人観光客の受入環境の整備に向けた対策
外国人観光客が活用し
やすいツールの作成

多言語標記パンフレットの作成
ホームページの多言語化
会話ツールの作成

外国人観光客のニーズ
に沿ったハード整備

無料公共無線ＬＡＮ環境の整備促進

外国人観光客の受入体
制とおもてなしの向上

観光セミナーの開催

観光プロモーション
等、諸外国への情報発
信の強化

プロモーション（メディアの活用）

◎通年型観光の促進に向けた対策
季節ごとに特色ある魅
力的な観光商品の造成
と情報発信

冬の体験メニューづくり
既存イベントの活性化および新規イベントの実施
パンフレットの充実、設置（再掲）
イベントなどのプロモーション（再掲）
情報誌などの活用したブランド発信（再掲）
サイクルツーリズムの促進

継続的なサービス提供
のための担い手の育成

地域のおもてなし向上

◎観光による経済効果の全町への波及に向けた対策
町内観光施設等の魅力
発信による周遊促進

観光案内所の機能強化
ホームページの整備
ＳＮＳの活用
道の駅を拠点とした観光情報の発信（再掲）

町内各地における新た
な観光商品の造成と既
存商品の充実化

観光客アンケート調査
果物狩りの利用促進（再掲）
グリーンツーリズムの推進（再掲）
サイクルツーリズムの促進（再掲

二次交通の充実化によ
る周遊促進

「はこだて旅するパスポート」の利用促進
観光周遊バスの利用促進
ＪＲプランの充実
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つ
い
て
は
必
要
な
く
、
快
適
に

利
用
で
き
る
範
囲
と
し
て
25
ｍ

で
一
度
に
ア
ク
セ
ス
は
50
台
で

き
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
ま

た
外
国
語
対
応
に
つ
い
て
は
、

日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
（
簡

体
字
・
繁
体
字
）、
韓
国
語
の

４
か
国
語
に
対
応
し
て
い
る
こ

と
、
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、

目
標
の
台
数
は
達
成
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
は
満
足
度
に
つ
い

て
検
証
し
て
い
く
と
回
答
が
あ

っ
た
。

⑶
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
入
込
数

観
光
イ
ベ
ン
ト
の
入
込
状
況

は
、
表
４
の
と
お
り
と
な
っ
て

お
り
大
沼
湖
畔
駅
伝
は
年
々
参

加
者
が
増
加
し
て
、
平
成
27

年
度
は
145
チ
ー
ム
725
人
と
な

っ
て
い
る
。
新
し
い
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
は
、
音
楽
イ
ベ
ン

ト
の
「L

ake O
num

a Jazz 
Festival

」、
自
転
車
イ
ベ
ン

ト
「
グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス
函
館
大

沼
ラ
イ
ド
」
が
あ
り
、「
大
沼

グ
レ
ー
ト
ラ
ン
・
ウ
ォ
ー
ク
」

は
事
業
開
始
時
期
の
前
倒
し
や

記
念
品
の
内
容
を
地
元
特
産
品

な
ど
に
変
更
し
て
増
員
を
図
っ

て
い
る
。

委
員
か
ら
は
、
入
込
数
の
確

認
方
法
、
イ
ベ
ン
ト
の
Ｐ
Ｒ
方

法
に
対
し
て
意
見
が
あ
り
、
入

込
の
確
認
は
毎
月
、
駐
車
場
、

観
光
施
設
に
確
認
し
て
お
り
入

込
数
は
概
数
で
あ
る
こ
と
、
仙

台
市
で
行
わ
れ
る
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
で
「
大
沼
グ
レ
ー
ト
ラ

ン
・
ウ
ォ
ー
ク
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る

な
ど
、
道
外
で
も
Ｐ

Ｒ
活
動
を
図
っ
て
い

る
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。

⑷
宿
泊
施
設
及
び
飲

食
施
設
の
受
入
数

町
内
宿
泊
施
設

は
、
表
５
の
と
お
り

大
沼
地
区
で
９
箇
所

869
名
、
峠
下
仁
山
地

区
で
１
箇
所
54
名
、

合
計
で
10
箇
所
923
名

と
な
っ
て
お
り
、
飲

食
施
設
は
表
６
の
と

お
り
大
沼
地
区
で
26

箇
所
２
，
９
８
９

名
、
峠
下
仁
山
地
区

で
５
箇
所
338
名
、
合

計
で
31
箇
所
、
３
，

３
２
７
名
の
受
入
が

可
能
と
な
っ
て
い
た
。

委
員
か
ら
は
、
宿

泊
施
設
や
飲
食
施
設

を
案
内
す
る
窓
口
の

有
無
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
に
宿
泊
で
き
る
ホ

テ
ル
が
必
要
で
は
な
い
の
か
と

質
疑
が
あ
り
、
案
内
窓
口
に
つ

い
て
は
、
大
沼
国
際
交
流
プ
ラ

ザ
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て

お
り
、
宿
泊
施
設
に
つ
い
て

は
、
多
様
な
旅
行
形
態
、
ニ
ー

ズ
が
あ
る
の
で
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
と
回
答
が
あ
っ
た
。

〔
ま
と
め
〕

本
年
３
月
の
北
海
道
新
幹
線

の
開
業
、
高
速
道
路
網
の
整
備

な
ど
町
内
の
観
光
に
関
す
る
状

況
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い

る
。
近
隣
市
町
の
状
況
に
注
視

し
て
、
町
内
に
観
光
客
が
来
る

よ
う
に
、
柔
軟
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
マ
ン
ネ

リ
化
を
防
ぎ
、
ま
た
新
た
な
付

加
価
値
を
付
け
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う

に
町
と
関
係
団
体
が
協
力
し
実

施
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
観
光
客
、
宿
泊
客
数
が
増

え
る
よ
う
に
宿
泊
を
伴
う
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
や
観
光
客
を
受
入

れ
る
飲
食
店
に
つ
い
て
は
、
町

が
何
か
し
ら
の
き
っ
か
け
を
つ

く
り
、
商
工
会
、
事
業
者
と
共

に
取
り
組
み
、
イ
ベ
ン
ト
等
と

連
携
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
無
料
公
共
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
に
つ
い
て
は
、
観
光
客
が

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
発
信
が

で
き
る
よ
う
大
沼
湖
畔
周
遊
を

含
め
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
に

も
設
置
拡
大
を
望
む
も
の
で
あ

る
。七

飯
町
に
よ
り
多
く
の
観
光

客
が
足
を
運
び
満
足
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
事
業
の
見
直
し

や
新
た
な
事
業
の
検
討
を
し
な

が
ら
観
光
振
興
計
画
を
進
め
る

と
と
も
に
、
町
、
商
工
会
、
旅

行
業
者
、
観
光
業
者
、
地
域
等

が
連
携
し
て
、
観
光
事
業
の
推

進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
望
み

委
員
会
報
告
と
す
る
。

【表４】観光イベントの入込状況 （単位：人）
区　分 平成 25年度 平成 26 年度 平成 27 年度

大沼湖畔駅伝 87 チーム　403 141 チーム 705 145 チーム 725
大沼湖水まつり 15,000 10,000 15,000
Lake Onuma Jazz Festival 643
グレートアース函館大沼ライド 202 218 281
大沼グレートラン・ウォーク 1,514 1,440 2,113
環駒「秋の味覚市」 15,000 15,000 15,000
大沼・函館雪と氷の祭典 30,000 30,000 32,000
ようこそ新幹線！大沼公園北海
道新幹線歓迎イベント 3,800

【表６】町内飲食施設〈H28.4.1 現在〉   　　　（単位：人）
地　区 施　設　名 座席数

大　　沼

こぶし 28
ウッズ 20
大沼食堂 36
大沼展望閣 500
カフェMicho 30
カントリーキッチンWALD 28
キッチンさわで夢屋 48
喰うべぇ飲むべぇ　喜らく 25
源五郎 34
コーヒーラウンジ　サナ 23
ステーションホテル旭屋 60
そば茶屋やま咲 41
ターブル・ドゥ・リバージュ 50
チャレンジビーフ　大沼黒ベコ 140
函館大沼プリンスホテル 640
フレンドリーベア 240
山川牧場モータウンファクトリー 20
レストラン★梓 60
café DIANE 20
体験工房レストラン　ポロト館 800
温 café 14
WANDALE 34
ランバーハウス 30
シャルルドミル 23
御膳水 25
カフェ＆ファームレストラン　きゃびん 20
四季の味　福　※H28.4 末～予定 －

大沼地区合計 2,989

峠　　下
ラッキーピエロ峠下総本店 208
Pino 20
ラーメン一文字 30
ラーメン武蔵坊弁慶 50

仁　　山 蕎麦小屋 30
峠下・仁山地区合計 338

町内合計 3,327

【表５】町内宿泊施設〈H28.4.1 現在〉 （単位：人）
地　区 施　設　名 収容人数

大　　　沼

函館大沼プリンスホテル 584
ステーションホテル旭屋 42
旅荘茶色い鳥 20
グランビレッジ大沼 36
大沼公園ユースホステル 20
ペンションＫＡＺＡ 25
ペンションハイネ 16
ゆっくり大沼 30
大沼鶴雅オーベルジュエプイ　※H28.8 ～予定 96

大沼地区合計 869
仁　　　山 ホテルＮＫヴィラ 54

峠下・仁山地区合計 54
町内合計 923
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民

生

文

教

◆
屋
内
体
育
施
設
の
利
用
状
況

に
つ
い
て

◆
大
中
山
小
学
校
改
築
事
業
の

推
移
に
つ
い
て

◆
七
重
小
学
校
改
修
事
業
に
つ

い
て

〔
調
査
の
目
的
〕

屋
内
体
育
施
設
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
各
種
の
運
動
に

利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
学
校
開

放
を
含
め
た
現
状
に
つ
い
て
調

査
を
行
っ
た
。

大
中
山
小
学
校
改
築
事
業
の

推
移
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
第
１
期
工
事
と
し
て
屋

内
体
育
館
の
工
事
が
始
ま
っ
て

い
る
が
、
全
体
の
計
画
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
た
。

七
重
小
学
校
改
修
事
業
に
つ

い
て
は
、
平
成
27
年
度
よ
り
旧

校
舎
の
耐
震
補
強
・
大
規
模
改

修
事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
旧

給
食
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
教

室
を
移
動
し
な
が
ら
の
工
事
で

あ
る
た
め
、
児
童
へ
の
影
響
と

進
捗
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行

っ
た
。

〔
調
査
の
方
法
〕

屋
内
体
育
施
設
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
は
、
施
設
別
の
利
用

状
況
、
地
域
別
利
用
者
の
状
況
、

各
施
設
の
概
要
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
資
料
の
提
出
を
求
め
、
教

育
次
長
､
生
涯
教
育
課
長
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
長
へ
の
聴
取
及

び
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

大
中
山
小
学
校
改
築
事
業
の

推
移
に
つ
い
て
は
、
大
中
山
小

学
校
改
築
事
業
の
年
次
計
画
の

詳
細
、
大
中
山
小
学
校
の
土
地

利
用
状
況
、
大
中
山
小
学
校
改

築
事
業
に
関
す
る
予
算
執
行
状

況
、
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
等
の
改

築
計
画（
推
移
）に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
資
料
の
提
出
を
求
め
、
教

育
次
長
、
民
生
部
長
、
学
校
教

育
課
長
、
住
民
課
長
、
子
育
て

健
康
支
援
課
長
へ
の
聴
取
及
び

現
地
調
査
を
行
っ
た
。

七
重
小
学
校
改
修
事
業
に
つ

い
て
は
、
七
重
小
学
校
改
修
事

業
の
進
捗
状
況
、
旧
給
食
セ
ン

タ
ー
の
活
用
状
況
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
資
料
の
提
出
を
求
め
、

教
育
次
長
、
学
校
教
育
課
長
へ

の
聴
取
及
び
現
地
調
査
を
行
っ

た
。

〔
屋
内
体
育
施
設
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
〕

屋
内
体
育
施
設
は
、
３
月
末

ま
で
生
涯
教
育
課
で
所
管
を
し

て
い
た
が
、
４
月
１
日
よ
り
機

構
改
革
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
が

設
置
さ
れ
現
在
の
所
管
と
な
っ

て
い
る
。

職
員
体
制
は
、職
員
４
名
、嘱

託
職
員
１
名
、
臨
時
職
員
２
名

で
体
育
協
会
加
盟
団
体
16
団
体

と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
10
団
体
を

掌
握
し
て
い
る
。

今
回
の
所
管
事
務
調
査
で
あ

る
屋
内
体
育
施
設
は
、
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
、町
民
プ
ー
ル
、地

域
体
育
館
２
箇
所
、
多
目
的
会

館
等
３
箇
所
、
旧
鶴
野
小
学
校

体
育
館
を
含
む
小
学
校
体
育
館

８
箇
所
、
中
学
校
体
育
館
３
箇

所
で
、
施
設
の
概
要
は
表
１
の

と
お
り
で
あ
る

供
用
開
始
年
度
が
、
昭
和
40

年
代
の
施
設
が
あ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
床
面

の
張
り
替
え
等
の
改
修
は
行
わ

れ
て
い
る
が
、
老
朽
化
が
否
め

な
い
状
態
で
あ
る
。

次
に
、
施
設
の
利
用
状
況
は

表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

た
だ
し
、
大
中
山
地
域
体
育

館
は
平
成
27
年
７
月
か
ら
の
供

用
開
始
で
、
日
曜
、
祝
日
以
外

は
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
貸
館
と

な
っ
て
お
り
、
調
査
時
点
で
の

利
用
状
況
は
、
７
月
か
ら
12
月

ま
で
で
３
，
９
１
６
人
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
多
目
的
会
館

等
は
純
粋
な
屋
内
体
育
施
設
で

は
な
い
が
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
ヨ

ガ
等
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

委
員
か
ら
は
冬
期
間
又
は
災

害
発
生
時
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
災
害
が
発
生

し
た
場
合
は
、
職
員
が
誘
導
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
地

【表 1】七飯町屋内体育施設概要

施設名（愛称） 供用開始時期 屋体面積
（㎡） 運動種目等

避難所 耐震
基準一時 地震時

スポーツセンター 昭和48年12月 2,179.69 バドミントン 2面、卓球6台、バスケット　 1面 ○ 　

町民プール 昭和47年８月 400.89 7コース（25m×15m） － － －

西大沼地域体育館 平成18年４月
築 昭和53年10月 428.00 バレーボール　1面 ○ 　

大中山地域体育館 平成27年７月
築 平成３年10月 750.00 バドミントン　3面(バスケット1面）(バレー1面） ○

大中山コモン
（大ホール・リハーサル室） 平成６年２月 592.00 バドミントン2面、卓球 4台空手・ふまねっと ○ ○ ○

大川コミュニティー
センター 昭和57年11月 210.00 剣道・卓球 ○ ○ ○

大沼多目的会館
（第１研修室） 平成21年３月 138.00 ふまねっと、ヨガ ○ ○ ○

大中山小学校　体育館 昭和47年10月 437.00
ミニバレー、バドミントン、
フットサル、ミニバスケッ
ト、剣道・野球

○ 　

七重小学校　体育館 平成14年12月 856.00 ミニバレー・バドミントンフットサル・野球 ○ ○ ○

鶴野小学校　体育館 平成９年１月 347.00 ミニバレー ○ ○ ○
藤城小学校　体育館 平成24年１月 602.00 キンボール・バドミントン ○ ○ ○
峠下小学校　体育館 平成３年２月 486.00 フットサル・ミニバレー ○ ○ ○

大沼小学校　体育館 昭和44年10月 481.00 ミニバスケット・剣道・ミニバレー ○ 　

軍川小学校　体育館 昭和55年12月 378.00 ミニバレー ○ 　
東大沼小学校　体育館 平成８年１月 315.00 ミニバレー ○ ○ ○

大中山中学校　体育館 昭和57年11月 811.00 バスケットボールソフトテニス、柔道・剣道 ○ ○ ○

七飯中学校　体育館 昭和52年10月 815.00 ミニバレー ○ ○ ○

大沼中学校　体育館 平成４年12月 800.00 レクリエーションミニテニス ○ ○ ○

合　　計 8,446.00 　

【表２】施設の利用状況
施　　　設 平成24年度 平成25年度 平成26年度

スポーツセンター 42,374人 42,566人 53,811人
西大沼地域体育館 500人 500人 500人
大中山コモン 12,100人 11,245人 13,451人
大川コミュニティセンター 4,677人 5,031人 4,769人
学校開放（小学校） 21,814人 19,281人 16,356人
学校開放（中学校） 2,010人 2,152人 3,400人
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域
体
育
館
や
学
校
開
放
は
職
員

が
い
な
い
こ
と
か
ら
、
利
用
団

体
に
対
し
周
知
を
す
る
と
回
答

が
あ
っ
た
。

ま
た
、
現
地
調
査
に
お
い
て

大
中
山
地
域
体
育
館
の
壁
に
穴

が
開
い
て
お
り
、
早
急
な
対
応

を
求
め
た
。

〔
大
中
山
小
学
校
改
築
事
業
の

推
移
に
つ
い
て
〕

大
中
山
小
学
校
改
築
事
業
は

平
成
25
年
度
の
基
本
設
計
、
平

成
26
年
度
用
地
購
入
・
実
施
設

計
、
平
成
27
年
度
屋
内
体
育
館

棟
建
築
、
平
成
28
年
度
か
ら
平

成
29
年
度
校
舎
北
棟
建
築
、
平

成
29
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
校

舎
南
棟
建
築
・
外
構
整
備
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
詳
細
は
表
３

の
と
お
り
で
あ
る
。

大
中
山
小
学
校
改
築
事
業
に

関
す
る
予
算
執
行
状
況
は
、
大

中
山
小
学
校
体
育
館
棟
の
改
築

工
事
費
が
６
７
６
，
０
８
０
千

円
、工
事
監
理
委
託
料
が
７
，９

９
２
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
補

助
金
の
内
訳
は
表
４
、
起
債
の

内
訳
は
表
５
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
28
年
度
に
お
け

る
大
中
山
小
学
校
校
舎
北
棟
の

改
築
工
事
予
算
は
、
工
事
費
が

１
，
５
１
５
，
０
０
０
千
円
、
工

事
監
理
委
託
料
が
１
９
，
０
１

９
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
補
助

金
の
内
訳
は
表
６
、
起
債
の
内

訳
は
表
７
の
と
お
り
で
あ
る
。

備
品
購
入（
屋
内
体
育
館
分
）

に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
決

算
額
は
表
８
、
平
成
28
年
度
予

算
額
は
表
９
の
と
お
り
で
あ
る
。

現
地
調
査
に
お
い
て
、
体
育

館
の
水
切
り
、
手
す
り
、
体
育

館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
間
の
整
地
、

駐
車
場
の
監
理
等
指
摘
事
項
に
、

そ
れ
ぞ
れ
対
処
す
る
こ
と
を
求

め
た
。

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
等
の
改
築

計
画
（
推
移
）
に
つ
い
て
は
、大

【表３】大中山小学校改築事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

年度 工　　期 事　　業　　名　　称
事　　業　　費

予算（概算） 決　算
25 10月9日～3月31日 大中山小学校改築工事基本設計委託業務 17,705 13,728 
26 6月10日～8月29日 大中山小学校改築用地確定測量委託業務 9,375 8,964 
26 6月10日～8月29日 大中山小学校改築用地支障物件調査委託業務 7,528 5,400 
26 6月10日～3月30日 大中山小学校改築工事実施設計委託業務 57,240 53,979 
26～27 平成27年1月～12月 大中山小学校改築事業用地購入費（５件９筆） 46,249 46,031

26～27 平成27年1月～12月 大中山小学校改築事業支障物件移転補償費
（６件） 180,038 176,818

26 　 小　　　　　計 318,135 304,920
27 4月28日～6月18日 大中山小学校教員住宅解体撤去工事 10,000 8,630 

27 6月17日～2月26日 大中山小学校屋内体育館棟改築工事監理委託
業務 8,500 7,992 

27 6月17日～2月26日 大中山小学校屋内体育館棟建築主体工事 586,656 578,880 
27 6月17日～2月26日 大中山小学校屋内体育館棟改築機械設備工事 53,290 50,760 
27 6月17日～2月26日 大中山小学校屋内体育館棟改築電気設備工事 49,054 46,440 
27 12月29日～3月25日 大中山小学校旧屋内体育館棟等解体工事 14,200 13,533 
27 12月29日～3月25日 大中山小学校中庭樹木移設工事 1,800 1,566 
27 　 小　　　　　計 723,500 707,801 
28 6月～ H29年 7月 大中山小学校校舎北棟改築工事監理委託業務 19,019 
28 6月～ H29年 7月 大中山小学校校舎北棟改築建築主体工事 1,087,000 
28 6月～ H29年 7月 大中山小学校校舎北棟改築機械設備工事 275,000 
28 6月～ H29年 7月 大中山小学校校舎北棟改築電気設備工事 153,000 
28 　 小　　　　　計 1,534,019 

29 6月～12月 大中山小学校校舎棟木質バイオマスボイラー
設置工事 90,000 

29 7月～9月 大中山小学校旧校舎棟解体工事その１ 23,469 
29 9月～ H30年 7月 大中山小学校校舎南棟改築工事監理委託業務 8,532 
29 9月～ H30年 7月 大中山小学校校舎南棟改築建築主体工事 385,083 
29 9月～ H30年 7月 大中山小学校校舎南棟改築機械設備工事 62,586 
29 9月～ H30年 7月 大中山小学校校舎南棟改築電気設備工事 43,136 
29 9月～ H30年 7月 大中山小学校グラウンド整備及び外構工事 117,951 
29 　 小　　　　　計 730,757 
30 7月～9月 大中山小学校旧校舎棟解体工事その２ 60,383 
　 　 合　　　　　計 3,366,794 

【表４】補助金／大中山小学校体育館棟　改築事業（平成27年度） （単位：千円）

補　助　金　の　種　類 補助金額

国庫補助金
公立学校施設整備費国庫負担金 53,544
学校施設環境改善交付金不適格改築 109,700

合　　　計 163,244

【表５】起債／大中山小学校体育館棟　改築事業（平成27年度） （単位：千円）

名　　　称 借　入　額 交付税算入額（割合）
全国防災事業債 113,400 90,720（８割）

緊急防災・減災事業債 444,300 311,010（７割）
合　　　計 557,700 401,730 
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中
山
出
張
所
、
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
、
交
流
広
場
で
構
成
す
る
複

合
施
設
と
し
、
構
造
は
木
造
平

屋
建
、
建
築
面
積
は
約
850
㎡
を

予
定
し
て
い
る
。

建
設
の
計
画
は
、
平
成
28
年

度
に
基
本
設
計
、
平
成
29
年
度

に
実
施
設
計
、
平
成
30
年
度
に

建
設
工
事
、
平
成
31
年
度
に
解

体
工
事
を
し
、
総
事
業
費
約
３

０
０
，
０
０
０
千
円
を
予
定
し

て
い
る
。

財
源
の
内
訳
は
、
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
の
社
会
福
祉
施
設
整
備

費
補
助
金
で
１
７
，
１
４
８
千

円
を
予
定
し
て
い
る
。

〔
七
重
小
学
校
改
修
事
業
に
つ

い
て
〕

七
重
小
学
校
改
修
事
業
に
つ

い
て
は
、
七
重
小
学
校
旧
校
舎

部
分
の
地
震
補
強
及
び
大
規
模

改
造
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

２
階
建　

延
べ
面
積
２
，
３
０

０
㎡
）
で
、
工
期
は
平
成
27
年

９
月
12
日
か
ら
平
成
28
年
12
月

23
日
ま
で
の
２
か
年
と
な
っ
て

い
る
。
平
成
27
年
度
末
ま
で
の

進
捗
状
況
は
、
旧
校
舎
の
１
階

部
分
１
，
０
５
０
㎡
の
改
修
が

完
了
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
表
10

の
と
お
り
６
７
７
，
６
３
３
千

円
と
な
っ
て
お
り
、
総
事
業
費

に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
は

表
11
の
と
お
り
平
成
27
年
度
決

定
分
と
し
て
８
０
，
２
４
０
千

円
、
平
成
28
年
度
申
請
分
と
し

て
６
５
，
８
１
９
千
円
の
合
計

１
４
６
，
０
５
９
千
円
と
な
る

予
定
で
あ
る
。ま
た
、起
債
に
つ

い
て
は
表
12
の
と
お
り
、
全
国

防
災
事
業
債
と
し
て
３
２
，
５

０
０
千
円
、
緊
急
防
災
・
減
債

事
業
債
と
し
て
４
９
９
，
０
７

４
千
円
の
合
計
５
３
１
，
５
７

４
千
円
借
入
を
行
う
と
し
て
い

る
。
起
債
に
対
す
る
交
付
税
算

入
額
は
全
国
防
災
事
業
債
で
２

６
，
０
０
０
千
円
、
緊
急
防
災
・

減
債
事
業
債
で
３
４
９
，
３
５

１
千
円
の
合
計
３
７
５
，
３
５

１
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

備
品
購
入
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
度
の
実
績
と
し
て
図
書

室
閲
覧
机
等
で
２
，５
４
９
，８

８
０
円
と
な
っ
て
お
り
、
平
成

28
年
度
の
予
定
と
し
て
普
通
教

室
の
机
、
椅
子
等
で
１
０
，
９

【表６】補助金／大中山小学校校舎棟改築　全体事業（平成28年度～平成30年度） （単位：千円）
補　助　金　の　種　類 補助金額 うち北棟分 うちH28 交付分

国
庫
補
助
金

公立学校施設整備費国庫負担金 233,404 165,716 70,021

学 校 施 設 環 境
改 善 交 付 金

危険改築 140,467 99,731 63,222
不適格改築 90,352 64,150 40,664
太陽光発電 5,234 5,234 5,234

森林・林業再生基盤づくり交付金 50,000 ― ―
合　　　計 519,457 334,831 179,141

【表７】起債／大中山小学校校舎棟　全体改築事業（平成28年度～平成30年度） （単位：千円）
名        称 借 入 額 うち北棟分 備　　考

学校教育施設等整備事業債 584,500
（389,665）

253,400
（168,900）

カッコ内の数字は交付税算入額
算入割合：約 67％

その他地方債 837,800 804,900
合　　　計 1,422,300 1,058,300

【表９】平成28年度（予算）／大中山小学校体育館棟　備品購入 （単位：円）
納品場所 品　　名 合　　計
アリーナ 両面ホワイトボード

570,000放送室 テーブル、引き違いキャビネット、ガラスキャビ
ネット

更衣室 脱衣籠

体育教材備品
走り高跳びスタンド検定、クロス場、マット、跳
び箱運搬車、フットサルゴール・ネット、踏切板
調整器、跳び箱、平均台、室内用低鉄棒、ボール
整理かご、他

2,758,000

計 3,328,000

【表10】工事費／七重小学校改修事業 （事業費／単位：千円）

内容 契約日 事業費
（　）はH27年度 請負業者

工
事
費

建築主体工事その１ H27.9.11 （199,454）
498,636

鈴木・松栄・カワマタ特
定建設工事共同企業体

建築主体工事その２ H27.7.6 （19,850）
19,850 ㈱順工務店

機械設備工事 H27.9.11 （36,849）
92,124

池田・石岡・東栄特定建
設工事共同企業体

電気設備工事 H27.9.11 （18,947）
47,369

三木・松田特定建設工事
共同企業体

小　　計 （275,100）
657,979

委
託
実施設計委託 H26.12.8 11,122 ㈱北匠建築設計事務所

工事監理委託 H27.7.6 （2,500）
8,532 ㈱北匠建築設計事務所

小　　計 （2,500）
19,654

合　　計 （277,600）
677,633

【表11】補助金／七重小学校改修事業 （単位：千円）

補助金の種類 H27 決定分 H28 申請分 計

国 庫
補助金

学校施設
環境改善
交 付 金

地震補強 26,817 21,816 48,633
大規模改造（老朽） 53,423 44,003 97,426

合　　計 80,240 65,819 146,059

【表12】起債／七重小学校改修事業 （単位：千円）

名　　称 借　入　額 計 交付税算入額（率）H27 年度 H28 年度
全国防災事業債 32,500 32,500 26,000 (80%)
緊急防災・減災事業債 176,300 322,774 499,074 349,351 (70%)

合　　計 208,800 322,774 531,574 375,351

【表８】平成27年度（決算）／大中山小学校体育館棟　備品購入 （単位：円）
 品　　名 単　　価 数　　量 合　　計 契　約　額

演台（校章付き） 343,000 1 台 343,000

5,798,736

花台 89,600 1 台 89,600
折り畳み会議用テーブル 24,850 10 台 248,500
折り椅子 18,890 250 脚 4,722,500
その他体育備品等 590,300

計 5,993,900
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２
７
千
円
を
予
定
し
て
い
る
。

工
事
工
程
と
各
教
室
の
移
動

状
況
は
、
表
13
の
と
お
り
７
工

期
か
ら
な
っ
て
お
り
、
旧
校
舎

１
階
部
分
か
ら
随
時
移
動
し
て
、

改
修
後
新
た
な
場
所
に
戻
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
か
ら

七
重
小
学
校
中
庭
に
資
材
を
搬

入
す
る
た
め
の
仮
設
道
路
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業
終
了

後
に
原
状
復
帰
す
る
の
で
は
な

く
、
児
童
へ
の
教
育
を
考
慮
し

な
が
ら
、
災
害
時
の
物
品
搬
入

道
路
と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い

と
意
見
が
あ
り
、
学
校
と
教
育

委
員
会
に
お
い
て
協
議
し
た
結

果
、
そ
の
ま
ま
管
理
道
路
と
し

て
残
す
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た

改
修
工
事
に
伴
い
施
設
及
び
廊

下
に
使
用
し
て
い
る
塩
ビ
タ
イ

ル
の
耐
用
年
数
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
と
も
に
耐
用
年
数
は

30
年
で
塩
ビ
タ
イ
ル
は
Ｐ
タ
イ

ル
よ
り
も
強
い
素
材
で
あ
る
た

め
使
用
し
た
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。旧

給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
内
装
、
補
強
工
事
を
行
い

改
修
工
事
期
間
中
の
仮
教
室
と

し
て
現
在
は
特
別
支
援
学
級
と

し
て
使
用
し
て
お
り
、
ま
た
現

地
調
査
に
お
い
て
教
頭
よ
り
児

童
へ
対
応
、
指
導
等
に
適
し
て

お
り
、
児
童
も
落
ち
着
い
て
授

業
に
参
加
し
て
い
る
と
回
答
し

て
い
る
。

〔
ま
と
め
〕

屋
内
体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
健
康
維
持
や
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
重
要
な
役
割
を
果
た

す
施
設
で
あ
る
が
、
そ
の
中
心

と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は

老
朽
化
が
著
し
い
状
態
で
あ
る
。

現
在
、
大
型
の
建
設
事
業
が
進

む
中
で
の
改
築
に
向
け
た
検
討

は
困
難
で
あ
る
こ
と
と
は
思
う

が
、
修
繕
に
よ
る
現
状
維
持
で

は
抜
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な

い
の
で
、
第
５
次
総
合
計
画
の

中
で
改
築
計
画
を
進
め
る
事
を

望
む
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
職

員
が
不
在
の
施
設
管
理
に
つ
い

て
は
、
利
用
団
体
と
協
力
し
て
、

よ
り
安
全
で
快
適
な
ス
ポ
ー
ツ

環
境
の
維
持
に
努
力
を
願
う
も

の
で
あ
る
。

大
中
山
小
学
校
改
築
事
業
に

つ
い
て
は
、
第
１
期
目
の
工
事

で
あ
る
屋
内
体
育
館
が
完
成
し

３
月
に
は
新
し
い
屋
内
体
育
館

で
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
た
こ
と

は
関
係
者
に
と
っ
て
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
る
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
の
一
体
活
用
が
で
き
る
体
育

館
で
あ
る
の
で
、
有
効
活
用
が

で
き
る
よ
う
応
急
的
な
整
備
を

進
め
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ

る
。ま

た
、
複
合
施
設
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
基
本
設
計
に
取
り

掛
か
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、

十
分
な
準
備
と
議
会
へ
の
報
告

を
密
に
し
、
児
童
へ
の
配
慮
と

安
全
を
第
１
に
考
え
た
取
り
組

み
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

七
重
小
学
校
改
修
事
業
に
つ

い
て
は
、
本
年
12
月
23
日
ま
で

改
修
を
予
定
し
て
い
る
事
業
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
工
事
事
業
者
、

学
校
関
係
者
、
町
関
係
課
、
教

育
委
員
会
と
連
携
を
図
り
安
全

か
つ
遅
延
な
く
進
め
る
こ
と
を

望
む
も
の
で
あ
る
。
特
に
児
童

に
対
し
て
は
、
教
室
の
移
動
な

ど
に
よ
る
不
便
や
支
障
が
生
じ

な
い
よ
う
に
最
大
の
配
慮
を
望

む
も
の
で
あ
る
。

【表13】
・旧校舎１階保健室は新校舎会議室へ、旧校舎特別支援教室（ワークスペース１～３）は、旧給食センターへ移動

工　　期 ブロック 改　　修　　前 改　　修　　後 工　事　内　容

① 平成27年9月中旬～
平成28年1月中旬

A
1階

特別活動室
ワークスペース1（特別支
援教室）移動済み
保健室　移動済み
ワークスペース2（特別支
援教室）移動済み
ワークスペース3（特別支
援教室）移動済み
物品庫
ホワイトルーム
廊下
階段

保健室
パソコン教室1
パソコン教室2
図書室
図書室
物品庫
多目的室
廊下
階段

間仕切り撤去工事
仮設廊下設置工事
廊下改修工事
外部補強ブレース設置
工事
外壁、サッシ改修工事
内装改修工事
耐震壁設置工事
階段改修工事

・旧校舎改修後、保健室が１階保健室へ移動
・旧校舎２階パソコン教室から改修後の１階パソコン教室１～２へ移動
・旧校舎２階図書室から改修後の１階図書室へ移動

・旧校舎１階普通教室１～３は、新校舎会議室及び旧校舎２階パソコン教室と旧校舎 2階図書室へ移動
工　　期 ブロック 改　　修　　前 改　　修　　後 工　事　内　容

② 平成27年12月中旬～
平成28年3月下旬

B
1階

洗面所
普通教室1　移動済み
普通教室2　移動済み
普通教室3　移動済み
チャレンジルーム
廊下
階段

洗面所
特別活動室
特別支援教室1～2
特別支援教室3、音楽室
音楽室
廊下
階段

内装改修工事
耐震壁設置工事
外部補強ブレース設置
工事
外壁、サッシ改修工事

・旧校舎 2階普通教室４～６は、改修後の１階特別活動室、特別支援教室１～３、音楽室へ移動
工　　期 ブロック 改　　修　　前 改　　修　　後 工　事　内　容

③ 平成28年3月下旬～
平成28年7月中旬

C
2階

準備室
普通教室4　移動済み
普通教室5　移動済み
普通教室6　移動済み
普通教室7（空き教室）
廊下
階段室

普通教室4
普通教室4
普通教室5
普通教室5、6
普通教室6
廊下
階段室

内装改修工事
耐震壁設置工事
外壁、サッシ改修工事

・ 新校舎会議室及び旧校舎２階パソコン教室と旧校舎 2階図書室へ移動していた旧校舎１階普通教室１～３は、改
修後の２階普通教室４～６へ移動

・旧校舎２階理科室の物品は、旧校舎２階の改修前音楽室へ一時保管
工　　期 ブロック 改　　修　　前 改　　修　　後 工　事　内　容

④ 平成28年7月中旬～
平成28年8月中旬

D
2階

パソコン教室　移動済み
理科準備室　移動済み
理科室　移動済み

図工室
理科準備室
理科室

内装改修工事
耐震壁設置工事
外壁、サッシ改修工事

・旧校舎２階の改修前音楽室へ一時保管していた旧校舎２階理科室物品を改修後理科室へ移動

工　　期 ブロック 改　　修　　前 改　　修　　後 工　事　内　容

⑤ 平成28年7月中旬～
平成28年8月中旬

E
1、2階

児童用トイレ 児童用トイレ 内装改修工事
耐震壁設置工事
外壁改修工事

⑥ 平成28年7月中旬～
平成28年10月下旬

F
2階

図書室　移動済み
音楽準備室　移動済み
音楽室　移動済み
図工準備室　移動済み
図工室　移動済み

普通教室1
教材室1
普通教室2
教材室2
普通教室3

内装改修工事
耐震壁設置工事
外部補強ブレース設置
工事
外壁、サッシ改修工事

・ 改修後の１階特別活動室、特別支援教室１～３、音楽室へ移動していた旧校舎 2階普通教室４～６は、旧校舎改
修後の２階普通教室１～３へ移動

工　　期 ブロック 改　　修　　前 改　　修　　後 工　事　内　容

⑦ 平成28年6月上旬～
平成28年12月中旬

旧校舎屋
根

校舎屋根 校舎屋根 改修工事
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表　彰
　町村議会議長として地方自治の振興
発展に寄与し、その功績が認められ、
表彰されました。

※北海道町村議会議長会表彰
【議長７年以上】

坂　田　邦　彦　議長

例
月
出
納
検
査

　

一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
、
歳
入
歳
出
外

会
計
及
び
各
基
金
に
係
る
現

金
、
預
金
等
の
出
納
保
管
状
況

を
次
の
と
お
り
検
査
し
た
。

平
成
28
年
２
月
分
を

　

３
月
28
日
、
29
日
、
30
日
、

31
日

平
成
28
年
３
月
分
を

　

４
月
25
日
、
26
日
、
28
日

平
成
28
年
４
月
分
を

　

５
月
25
日
、
26
日
、
30
日
、

31
日

検
査
結
果

　

現
金
、
預
金
等
の
金
額
並
び

に
提
出
さ
れ
た
収
支
計
算
書
そ

の
他
の
資
料
に
記
載
さ
れ
た
金

額
は
、
い
ず
れ
も
関
係
帳
簿
等

の
金
額
と
一
致
し
、
計
数
上
の

誤
り
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

３
月
の
検
査
日
に
お
け
る
水

道
事
業
会
計
の
貯
蔵
品
は
台
帳

と
在
庫
数
が
一
致
し
た
。

監
査
委
員

永　

田　

英　

利

横　

田　

有　

一

　第３回定例会は９月６日から開催を予定しています。
　議会では開かれた議会活動を目指して、多くの方々の
傍聴を望んでいます。
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第２回臨時会 5月23日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※凡例　○ =出席、× =欠席、△ =遅参・早退・中座、公 =公務、忌 =忌引
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第２回定例会

6月14日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月15日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月16日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※凡例　○ =出席、× =欠席、△ =遅参・早退・中座、公 =公務、忌 =忌引
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